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ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
22
日
、

非
移
民
ビ
ザ
に
よ
る
米
国
へ
の

入
国
の
制
限
に
関
す
る
大
統
領

令
を
公
布
し
た
。
こ
の
大
統
領

令
は
24
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
間
有
効
と
さ
れ
、
延
長
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
日
系
企
業

の
今
後
の
事
業
展
開
に
も
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ

る
。
次
の
非
移
民
ビ
ザ
を
取
得

し
て
米
国
に
入
国
し
よ
う
と
す

る
場
合
に
対
象
と
な
る
。
ま
た

4
月
に
発
令
さ
れ
た
大
統
領
令

も
、12
月
31
日
ま
で
延
長
さ
れ
、

国
外
在
住
の
永
住
希
望
者
の
入

国
が
年
内
凍
結
さ
れ
た
。

今
回
の
大
統
領
令
の
対
象
と

な
る
の
は
Ｈ
１
Ｂ
ま
た
は
Ｈ
２

Ｂ
ビ
ザ
︵
こ
れ
に
同
伴
・
合
流

す
る
外
国
人
を
含
む
︶、
Ｊ
ビ

ザ
︵
イ
ン
タ
ー
ン
、
研
修
生
、

教
師
、
キ
ャ
ン
プ
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
、
オ
ペ
ア
︵au pair

︶、
サ

マ
ー
ワ
ー
ク
＆
ト
ラ
ベ
ル
︵
Ｓ

Ｗ
Ｔ
︶
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し

よ
う
と
す
る
場
合
︶︵
こ
れ
に

同
伴
・
合
流
す
る
外
国
人
を
含

む
︶、
Ｌ
ビ
ザ
︵
こ
れ
に
同
伴
・

合
流
す
る
外
国
人
を
含
む
︶。

こ
の
制
限
は
次
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
者
に
の
み
適
用
。
①

24
日
時
点
で
米
国
外
に
滞
在
②

24
日
時
点
で
有
効
な
非
移
民
ビ

ザ
を
有
し
て
い
な
い
③
24
日
時

点
で
有
効
な
ま
た
は
発
効
日
以

降
に
発
給
さ
れ
米
国
へ
の
渡
航

及
び
入
国
申
請
を
許
可
す
る
ビ

ザ
以
外
に
公
的
な
渡
航
書
類

︵
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

レ
タ
ー
、
適
切
な
ボ
ー
デ
ィ
ン

グ
フ
ォ
イ
ル
、
臨
時
入
国
許
可

書
等
︶
を
有
し
て
い
な
い
。

ま
た
こ
の
制
限
は
次
の
人
に

は
適
用
さ
れ
な
い
と
さ
れ
る
。

①
合
法
的
な
永
住
権
を
有
す
る

者
②
米
国
人
の
配
偶
者
ま
た
は

子
︵
米
国
移
民
国
籍
法
が
定
義

す
る
子
。
未
婚
、21
歳
未
満
等
︶

で
あ
る
外
国
人
③
米
国
の
食
品

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
不
可
欠

な
一
時
的
な
労
働
力
ま
た
は
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
入

国
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
④
国

務
長
官
、
国
土
安
全
保
障
長
官

ま
た
は
こ
れ
ら
の
指
名
す
る
者

に
よ
り
、
入
国
す
る
こ
と
が
国

益
に
か
な
う
と
判
断
さ
れ
た
外

国
人
。
ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
事
務
所
で
は
、
こ
の
大
統

領
令
つ
い
て
の
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
を

6
月
24
日
に
緊
急
開
催
し
た
。

︵
関
連
記
事
６
面
に
︶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
の
ク
オ
モ

知
事
は
18
日
、
秋
よ
り
大
学
・

カ
レ
ッ
ジ
の
校
舎
で
の﹁
対
面
﹂

授
業
を
条
件
付
き
で
許
可
す
る

考
え
を
表
明
し
た
。
知
事
が
大

学
再
開
に
つ
い
て
触
れ
た
の
は

初
め
て
。
近
く
詳
細
な
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
出
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
大
学
は
閉
鎖
さ
れ
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
に
移
行
し
た
が
、
い
つ

ど
の
よ
う
に
通
常
の
授
業
を
再

開
す
る
か
、
州
や
大
学
は
検
討

を
続
け
て
き
た
。
ク
オ
モ
知
事

は
、
社
会
的
距
離
の
維
持
、
検

査
体
制
の
確
立
の
ほ
か
、
集
団

発
生
が
起
き
た
場
合
の
感
染
者

特
定
と
保
護
、
校
舎
の
安
全
な

閉
鎖
方
法
の
確
立
な
ど
を
対
面

授
業
再
開
の
条
件
に
あ
げ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
と
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
は
、
人
の
密
集
度

を
低
く
す
る
な
ど
の
安
全
対
策

を
講
じ
、
早
け
れ
ば
秋
か
ら
対

面
授
業
を
開
始
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
大
学
の
キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ

レ
ミ
ン
グ
教
授
は
す
で
に
、﹁
秋

に
︵
州
政
府
の
指
示
に
従
い
︶

極
め
て
注
意
深
く
授
業
の
再
開

を
す
る
﹂
と
学
生
宛
て
に
メ
ー

ル
し
た
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
は
、
今
年

秋
、
21
年
春
、
21
年
夏
の
３
つ

の
学
期
を
合
わ
せ
て
一
つ
の
学

期
と
し
て
扱
う
計
画
を
明
ら
か

に
し
た
。
１
学
期
の
期
間
を
延

ば
す
こ
と
で
キ
ャ
ン
パ
ス
の
人

口
密
度
を
下
げ
、
す
べ
て
の
学

生
が
通
常
と
ほ
ぼ
同
じ
授
業
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い

う
。

　

一
方
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
立

大
学
は
今
秋
か
ら
の
﹁
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
﹂
を
行
う
準
備
を
す

る
よ
う
教
職
員
に
指
示
し
た
。

同
大
学
は
25
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を

持
ち
50
万
人
以
上
の
学
生
が
学

ん
で
い
る
。

外食の街
NY市経済再開フェーズ２

秋
か
ら
Ｎ
Ｙ
州
内
の
大
学

対
面
授
業
可
能
に

ニューヨーク市でコロナ対策規制の経済
再開第２フェーズが 22 日からスタートし、
レストランは店外でのテーブル席での営業
が可能になった。アッパーイーストサイド、
マジソン街 62 丁目にあるイタリア・レス
トラン、ネロは、ジャクリーヌ・ケネディ
ＪＦＫ夫人（故人）がよく生前プライベー
トで食べにきた店として知られる。３か月
に及んだ外出規制を経て、ニューヨーカー
たちが久々の外食を楽しんでいた。

（関連記事８面に／写真・三浦良一）

非
移
民
ビ
ザ
発
給
を
一
時
停
止

新
大
統
領
令
を
公
布
、
年
内
有
効
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日本クラブからのお知らせ
◆ シェフの料理がおうちで味わえる！ Pick-Up メニュー
    （クラブ会員限定）
   日本クラブでは、皆様のご要望にお応えし、ピックアップサー

ビスを平日の毎日受付中です。銀鱈と鮭を幽菴地でつけ焼きし
た「焼魚弁当」、鹿児島産でふっくら上品な「うな重＆刺身弁
当」、マグロ、カンパチ、ヒラメ、ボタンエビなど 9 種類もの
新鮮なお刺身を盛り込んだ「北海ちらし弁当」など、幅広いメ
ニューをご用意しております。お問合せ・ご予約：nc_order@
nipponclub.org（三田まで）

◆ JCCI/ 日本クラブ 会員企業向け ビジネス ウェビナー開催パッケージ
   会員企業の皆様向けにウェビナープラットフォームを用いた、

ビジネス関連のウェビナーを開催していただけます。JCCI/ 日
本クラブと連携することで、集客やアフターフォロー面で効率
化が図ることができ、より成果の高いウェビナーに繋がります。
お問合せ：hnaito@nipponclub.org（内藤まで）

◆ カルチャー講座 オンライン講座開講中！
   「日本語講座」、「英会話レッスン」、「ボイストレーニングプライ

ベートレッスン」「ピアノ倶楽部 ～プライベートレッスン」、「茶
道 ＜表千家流草芽庵＞」、「ブリッジ入門講座 II」など、その他
たくさんのオンラインでの講座をご用意しております。お問合
せ： culture@nipponclub.org

  詳しくはカルチャー講座ウェブサイトをご覧ください。https://
www.nipponclub.org/course/special/

◆「NY の医療チームへお弁当を届けよう」プロジェクト のご報告
   皆様の暖かいご支援のおかげで、プロジェクトは順調に進んで

おり、6 月 18 日現在で 1,560 個分のお弁当を NY 市内の病院
にお届けしました。今後も長期に渡り、一つでも多くのお弁当
を医療チームにお届けできるよう、私たちも皆さんとともに頑
張ります！

The Nippon Club, Inc.
145 WEST 57TH STREET

NEW YORK, NY 10019
TEL (212) 581-2223      info@nipponclub.org

www.nipponclub.org

イラスト・桑原節
Photo: pintarest.com
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最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
イ
ン
ド

と
中
国
の
国
境
地
帯
で
両
国
軍

隊
同
士
の
紛
争
が
あ
っ
て
数
十

人
の
死
者
が
出
た
と
。
な
ん
と

か
穏
便
に
収
ま
っ
て
く
れ
る
と

良
い
の
で
す
が
。 

　
イ
ン
ド
と
中
国
、
そ
れ
ぞ
れ

に
４
０
０
０
、
５
０
０
０
年
と

も
言
わ
れ
る
大
国
と
し
て
の
長

い
歴
史
。
そ
し
て
両
国
共
に
世

界
の
「
四
大
河
文
明
」
と
呼
ば

れ
、
高
い
技
術
力
を
誇
っ
て
来

た
の
で
す
。

  

特
に
繊
維
に
お
い
て
は
日
常

品
、
高
級
品
を
問
わ
ず
、
古
の

世
か
ら
両
国
の
技
術
、
生
産
力

共
に
世
界
の
ト
ッ
プ
で
し
た

が
、
雲
行
き
が
変
わ
っ
て
き
た

の
が
近
代
以
降
の
欧
米
列
強
に

よ
る
両
国
へ
の
干
渉
と
侵
略
で

し
た
。
特
に
イ
ン
ド
に
お
い
て

は
カ
シ
ミ
ア
と
高
級
綿
製
品

が
有
名
で
し
た
。
カ
シ
ミ
ア
と

は
イ
ン
ド
の
高
地
カ
シ
ミ
ー
ル

地
方
の
こ
と
。

　
人
口
の
多
い
イ
ン
ド
で
す
か

ら
、
全
て
は
高
い
技
術
の
手
仕

事
で
し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
と
英

国
に
よ
る
東
イ
ン
ド
会
社
が
そ

の
伝
統
を
壊
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
な
ん
と
一
説
に
は
10
万
人

以
上
と
言
わ
れ
る
職
人
さ
ん
の

両
腕
を
切
り
落
と
し
て
し
ま
っ

た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
イ
ン

ド
は
英
国
に
カ
シ
ミ
ア
の
原
毛

や
や
綿
花
を
供
給
し
、
英
国
で

製
品
化
さ
れ
た
モ
ノ
を
無
理
や

り
買
わ
さ
れ
る
立
場
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
の
で
し
た
。
こ
れ
が

植
民
地
な
の
で
す
。
マ
ハ
ト
マ
・

ガ
ン
ジ
ー
の
写
真
に
し
ば
し
ば

糸
を
手
で
紡
ぐ
た
め
の
ホ
イ
ー

ル
が
写
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
流

の
武
器
を
使
わ
な
い
抵
抗
と
抗

議
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
象
徴
で
あ

っ
た
の
で
す
。

　
こ
う
し
て
イ
ン
ド
の
繊
維
、

特
に
綿
製
品
は
高
級
品
か
ら
日

常
品
へ
と
シ
フ
ト
し
て
行
っ
た

の
で
す
が
、
そ
の
中
に
マ
ド
ラ

ス
・
チ
ェ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
ま

す
、
後
年
ア
メ
リ
カ
の
地
で
大

ヒ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
な
る
生
地

が
あ
っ
た
の
で
し
た
。
イ
ン
ド

と
ア
メ
リ
カ
と
は
、
実
は
繊
維

の
世
界
で
は
昔
か
ら
深
い
関
係

な
の
で
す
が
、
そ
の
最
た
る
も

の
が
ブ
ル
ー
・
デ
ニ
ム
で
し
ょ

う
か
？
　
つ
ま
り
イ
ン
ド
原
産

の
藍
染
イ
ン
デ
ィ
ゴ
・
ブ
ル
ー
。

な
ぜ
イ
ン
デ
ィ
ゴ
な
の
か
？
そ

れ
は
ガ
ラ
ガ
ラ
蛇
が
大
嫌
い
、

や
っ
て
来
な
く
な
る
の
で
す
。

藍
に
含
ま
れ
る
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド

と
い
う
成
分
が
大
嫌
い
な
の
で

す(

笑)

。
面
白
い
も
の
で
天

然
の
藍
の
染
料
に
は
消
臭
、
除

菌
、
虫
除
け
の
効
果
も
あ
る
の

だ
と
。
人
間
の
知
恵
は
素
晴
ら

し
い
で
す
ね
。

　
一
方
で
、
天
然
故
の
不
都
合

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
も
ブ
ル
ー
・

デ
ニ
ム
で
御
存
知
の
色
落
ち
。

マ
ド
ラ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
の
場
合
、

ブ
ル
ー
だ
け
で
は
な
く
何
色
も

の
色
が
落
ち
て
い
く
こ
と
が
あ

る
の
で
厄
介
と
言
え
ば
そ
の
通

り
な
の
で
す
が
、
こ
の
こ
と
を

bleeding

と
言
い
ま
す
。
マ

ド
ラ
ス
の
場
合
、
洗
濯
に
よ
る

ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
に
加
え
て
、

日
焼
け
・
紫
外
線
に
よ
る
色
落

ち
も
あ
る
の
で
す
ね
。
確
か
に

不
都
合
、
不
具
合
で
は
あ
る
の

で
す
が
、
男
の
服
と
は
面
白
い

も
の
で
逆
に
そ
の
こ
と
が
魅

力
、
し
か
も
唯
一
無
二
の
存
在

と
も
な
り
え
る
の
で
す(

笑)

。

カ
タ
イ
言
い
方
を
す
る
な
ら
ば

「
経
年
変
化
」、
ま
た
「
育
て
る
」

と
か
「
味
出
し
」
な
ど
と
言
っ

た
り
も
し
ま
す(

笑)

。
さ
ら

に
少
し
キ
ザ
な
言
い
方
を
す
れ

ば
、「
一
緒
に
自
分
の
歴
史
を

刻
ん
で
行
く
パ
ー
ト
ナ
ー
」
だ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
か
。

　
と
は
言
え
21
世
紀
の
今
日
、

ブ
ル
ー
・
デ
ニ
ム
も
マ
ド
ラ
ス

も
優
れ
た
機
械
で
織
る
よ
う
に

な
り
、
化
学
染
料
を
使
う
よ
う

に
も
な
り
、
お
陰
で
生
地
の
見

た
目
は
優
等
生
と
な
り
、
ま
た

あ
ま
り
色
も
落
ち
な
く
な
り
は

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
そ
れ
で

仕
方
の
な
い
こ
と
で
、
よ
り
気

軽
に
着
れ
て
い
い
こ
と
な
の
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
今
の

時
代
、
探
せ
ば
昔
な
が
ら
の
色

落
ち
す
る
も
の
も
ま
だ
見
つ
か

り
ま
す
し
。

　
マ
ド
ラ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
に
は

実
に
様
々
な
色
調
と
チ
ェ
ッ
ク

柄
が
あ
り
ま
す
。
シ
ャ
ツ
だ
け

で
は
な
く
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
シ

ョ
ー
ツ
等
様
々
な
ア
イ
テ
ム
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
ジ
ー
ン
ズ
や

チ
ノ
ー
ズ
、
さ
ら
に
は
綿
や
麻

の
シ
ャ
ツ
等
と
幅
広
く
個
性
的

な
組
み
合
わ
せ
が
楽
し
め
ま

す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
と
共
に
の
今
年

の
夏
で
す
が
、
こ
の
様
な
時
こ

そ
、
装
い
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
、

良
き
想
い
出
と
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。
そ
れ
で
は
ま
た
次

回
。

　
け
ん
・
あ
お
き
／
日
系
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
の
米
国
代
表

を
経
て
、
ト
ム
・
ジ
ェ
ー
ム

ス
．
カ
ン
パ
ニ
ー
で
カ
ス
タ
ム

テ
ー
ラ
ー
の
か
た
わ
ら
、
紳
士

服
に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
執
筆
。

１
９
５
９
年
生
ま
れ
。

マ
ド
ラ
ス
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
が
似
合
う
夏

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
布
を
貼
り
合
わ
せ
た
柄
を
ク
レ
イ
ジ
ー
マ
ド
ラ
ス

と
呼
ぶ
。
合
わ
せ
る
ス
ラ
ッ
ク
ス
や
シ
ャ
ツ
は
当
然
無
地
に
な
る
。

mailto:hnaito@nipponclub.org
mailto:culture@nipponclub.org
https://www.nipponclub.org/course/special/
https://www.nipponclub.org/course/special/
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
https://www.seitomoko.com/
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ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

︵
Ｊ
Ｓ
︶
は
18
日
、
２
０
２
０

年
度
年
次
総
会
・
授
賞
式
を
オ

ン
ラ
イ
ン
方
式
で
開
催
し
た
。

基
調
講
演
は
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｐ
・

エ
イ
モ
ス
氏
︵
ア
フ
ラ
ッ
ク
社
・

会
長
兼
最
高
経
営
責
任
者
︶
を

迎
え
て
行
わ
れ
、
Ｊ
Ｓ
賞
は
狂

言
師
の
野
村
万
作
氏
に
贈
ら
れ

た
。

　

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
安
倍
晋

三
日
本
国
内
閣
総
理
大
臣
、
元

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
知
事
の
ジ
ョ

ー
ジ
・
パ
タ
キ
氏
、
元
駐
日
米

国
大
使
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ

ネ
デ
ィ
氏
、
駐
日
米
国
臨
時
代

理
大
使
の
ジ
ョ
セ
フ
・
Ｍ
・
ヤ

ン
グ
氏
か
ら
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
紹
介
し
た
＝
写
真
は
い

ず
れ
も
Ｊ
Ｓ
提
供
・©

Japan 
Society (

Ｎ
Ｙ)

＝
。
司
会

進
行
は
Ｊ
Ｓ
理
事
長
の
ジ
ョ
シ

ュ
ア
・
Ｗ
・
ウ
ォ
ー
カ
ー
氏
と
、

東
京
か
ら
タ
レ
ン
ト
の
ア
ン
ミ

カ
さ
ん
が
担
当
し
た
。

　

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
最
前
線
で
対
応
に

あ
た
る
医
療
従
事
者
に
敬
意
を

表
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
米
国

日
本
人
医
師
会
と
日
本
の
国
立

国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
の
国

際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
を
表
彰
し

た
。
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト

と
し
て
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
オ

ペ
ラ
・
リ
ン
デ
マ
ン
・
ヤ
ン
グ
・

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

／
コ
ー
チ
の
青
木
ゆ
り
氏
と
、

同
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
ユ
ヌ
エ
ッ

ト
・
ラ
グ
ー
ナ
氏
に
よ
る
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
た
。

　

視
聴
者
の
22
％
が
日
本
、
寄

付
金
と
し
て
１
０
０
万
ド
ル
以

上
が
集
ま
り
、
今
後
Ｊ
Ｓ
の
主

催
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ

ス
・
文
化
・
芸
術
プ
ロ
グ
ラ
ム

活
動
に
対
す
る
助
成
金
と
し
て

活
用
さ
れ
、
日
米
交
流
の
さ
ら

な
る
発
展
に
役
立
て
ら
れ
る
。

　

安
倍
首
相
は
﹁
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
は
、
人
類
に
未
曾
有
の
危

機
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
こ
の

大
き
な
危
機
に
対
し
て
私
た
ち

は
、
自
由
、
民
主
主
義
、
基
本

的
人
権
、
法
の
支
配
と
い
う
普

遍
的
な
価
値
観
を
共
有
し
て
い

る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
こ
う

し
た
努
力
に
よ
り
感
染
状
況
を

乗
り
越
え
つ
つ
あ
る
。
私
は
延

期
さ
れ
た
２
０
２
０
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
人
類
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
の
闘
い
に
打
ち
勝
っ
た

証
と
し
て
来
年
の
夏
に
開
催
す

る
決
意
だ
。
日
米
の
同
盟
関

係
、
友
情
は
不
変
だ
。
こ
れ
ま

で
１
０
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て

日
米
の
友
好
関
係
を
育
ん
で
き

た
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

が
、
今
後
米
国
で
よ
り
多
く
の

人
々
の
協
力
を
得
て
一
層
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
い
る
﹂
と
ビ
デ
オ
メ

ッ
セ
ー
ジ
で
挨
拶
し
た
。

　

Ｊ
Ｓ
賞
を
受
賞
し
た
野
村
氏

は
﹁
狂
言
と
い
う
の
は
、
素
晴

ら
し
く
幅
が
広
い
と
い
う
こ
と

を
父
か
ら
学
ん
だ
。
そ
の
私
を

通
し
て
倅
の
萬
斎
に
受
け
継
い

で
も
ら
っ
て
い
る
。
今
後
も
大

い
に
海
外
と
の
交
流
を
さ
せ
て

い
た
だ
こ
う
と
思
っ
て
い
る
。

88
歳
だ
が
、
も
う
ち
ょ
っ
と
頑

張
っ
て
Ｎ
Ｙ
の
皆
さ
ん
に
一
家

で
野
村
狂
言
の
芸
風
を
お
見
せ

で
き
れ
ば
い
い
な
と
思
っ
て
い

る
﹂
と
挨
拶
し
た
。

ケネディ氏

ビデオで祝辞を述べる安倍総理大臣

今年度の JS 賞を受賞した野村氏

パタキ氏

エイモス氏

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
年
次
総
会

文化の絆で日米結ぶ

　

ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
Ｎ
Ｙ
市

長
は
15
日
、
黄
色
い
巨
大
な
文

字
で
﹁
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・

マ
タ
ー
﹂
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
路

上
一
面
に
描
か
れ
た
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
の
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
＝
ス

タ
イ
ブ
サ
ン
ト
の
１
ブ
ロ
ッ
ク

を
夏
の
間
、
歩
行
者
の
み
の
広

場
に
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
市
の
許

可
を
正
式
に
得
て
、
フ
ル
ト
ン

ス
ト
リ
ー
ト
の
マ
ー
シ
ー
と
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
ア
ベ
ニ
ュ
ー
間
に

週
末
の
間
に
描
か
れ
た
。
対
象

区
間
を
走
行
す
る
バ
ス
Ｂ
25
路

線
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
前
は
１
日
平
均
約

８
０
０
０
人
が
利
用
し
て
い

た
。

　

同
計
画
に
伴
う
迂
回
の
詳
細

は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
同
市
長
は
﹁
都
市
交
通
局

︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
と
提
携
し
て
近
隣

の
交
通
を
調
整
す
る
﹂
と
話
し

て
い
る
。

BLM プラザ
ブルックリン

今夏歩行者天国に

　

米
独
立
記
念
日
の
７
月
４
日

に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
、
ネ

イ
サ
ン
ズ
主
催
の
﹁
国
際
ホ
ッ

ト
ド
ッ
グ
早
食
い
選
手
権
﹂が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
抑

止
の
た
め
の
安
全
措
置
と
し
て

観
客
を
入
れ
ず
に
、
今
夏
も
開

催
さ
れ
る
。
今
年
の
大
会
は
恒

例
の
コ
ニ
ー
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ビ

ー
チ
で
は
な
く
近
隣
に
あ
る
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
場
所
で
、
通
常

は
15
人
で
一
斉
に
ホ
ッ
ト
ド
ッ

グ
を
食
べ
る
が
、
今
回
は
選
ば

れ
た
５
人
の
み
で
行
わ
れ
る
。

　

主
催
者
で
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー

グ
・
イ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
議
長
、

ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ェ
イ
氏
は
﹁
ど

う
か
中
止
し
な
い
で
、
と
い
う

多
数
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。
多
く
の
人
が
独
立
記
念
日

恒
例
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト
を
待
ち

望
ん
で
い
る
﹂と
話
し
て
い
る
。

大
会
で
は
10
分
間
に
ど
れ
だ
け

多
く
の
ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
を
食
べ

る
か
を
競
う
。
２
０
１
９
年
の

男
性
部
門
の
優
勝
者
は
ジ
ョ
ー

イ
・
チ
ェ
ス
ナ
ッ
ト
さ
ん
で
71

個
、
女
性
部
門
の
優
勝
者
は
ラ

ス
ベ
ガ
ス
在
住
の
須
藤
美
貴
さ

ん
で
31
個
を
た
い
ら
げ
て
６
連

覇
を
達
成
し
て
い
る
。

楽しい
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ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
早
食
い

無
観
客
で
開
催

7 月のテレビジャパン
　

大
反
響
を
呼
ん
だ
あ
の
超
話

題
作
、
篠
原
涼
子
主
演
の
﹁
ハ

ケ
ン
の
品
格
２
０
２
０
﹂
と
木

村
拓
哉
主
演
の
﹁
Ｂ
Ｇ
〜
身
辺

警
護
人
〜
︵
２
０
２
０
︶﹂
が

復
活
。
綾
野
剛
と
星
野
源
が
ダ

ブ
ル
主
演
の
﹁M

IU
404

﹂
と
、

玉
木
宏
と
高
橋
一
生
共
演
の

﹁
竜
の
道　

二
つ
の
顔
の
復
讐

者
﹂
も
ス
タ
ー
ト
す
る
。
さ
ら

に
、
織
田
裕
二
が
銀
行
頭
取
役

に
挑
む
﹁
頭
取　

野
崎
修
平
﹂、

土
曜
時
代
ド
ラ
マ
﹁
雲
霧
仁
左

衛
門
4
﹂、
プ
レ
ミ
ア
ム
ド
ラ

マ
﹁
山
女
日
記 

〜
女
た
ち
は

頂
を
目
指
し
て
﹂
も
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
映
画
は
、
波
瑠
と
西

島
秀
俊
の
共
演
の
お
仕
事
コ
メ

デ
ィ
﹁
オ
ズ
ラ
ン
ド　

笑
顔
の

魔
法
お
し
え
ま
す
。﹂
と
、
小

栗
旬
主
演
の
ア
ク
シ
ョ
ン
・
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
﹁
銀
魂
﹂

の
2
作
を
英
語
字
幕
付
き
で
放

送
。バ
ラ
エ
テ
ィ
特
番
と
し
て
、

村
上
信
五
と
黒
木
瞳
が
Ｍ
Ｃ
を

務
め
る
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
・
オ
ー

デ
ィ
シ
ョ
ン
番
組
﹁
音
楽
チ
ャ

ン
プ
﹂
も
放
送
す
る
。

「MIU404」（C)TBS SPARKLE/TBS(Japan) 

ド
ラ
マ
続
々
ス
タ
ー
ト

映
画
・
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
も

　

24
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
、

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
、
コ
ネ

テ
ィ
カ
ッ
ト
州
の
３
知
事
合
同

記
者
会
見
で
、
現
在
コ
ロ
ナ
感

染
率
が
高
い
州
︵
7
日
間
の
平

均
で
10
万
人
あ
た
り
の
感
染
率

が
10
％
以
上
、
ま
た
は
7
日
間

の
平
均
で
全
人
口
の
10
％
以

上
︶
か
ら
Ｎ
Ｙ
、
Ｎ
Ｊ
、
Ｃ
Ｔ

へ
の
入
州
者
に
14
日
間
の
隔
離

を
促
し
た
。

　

該
当
す
る
州
は
、ア
ラ
バ
マ
、

ア
ー
カ
ン
ソ
ー
、
ア
リ
ゾ
ナ
、

フ
ロ
リ
ダ
、
ノ
ー
ス
キ
ャ
ロ
ラ

イ
ナ
、サ
ウ
ス
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
、

ワ
シ
ン
ト
ン
、
ユ
タ
、
テ
キ
サ

ス
。
隔
離
に
応
じ
な
か
っ
た
場

合
の
罰
金
は
、
初
回
２
０
０
０

ド
ル
、2
回
目
５
０
０
０
ド
ル
、

も
し
も
感
染
拡
大
の
原
因
に
な

っ
た
場
合
１
万
ド
ル
。

  感染率高い州からの人
14日間の隔離促す

NY 、NJ 、CT ３州知事が合同会見

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://mikoto-inc.com/global/
http://myriverside.net/home
http://www.rostamilaw.com
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２
０
２
０
年
米
国
に
お
け
る

最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
で
あ
る
は

ず
だ
っ
た
大
統
領
選
挙
。
し
か

し
世
界
で
猛
威
を
振
る
う
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

そ
の
情
勢
は
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
今
後
ど
の
よ
う
な
展
開

が
予
想
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
そ

の
ポ
イ
ン
ト
は
？　

日
経
ア
メ

リ
カ
社
で
は
こ
の
最
も
重
要
な

ト
ピ
ッ
ク
ス
を
議
論
す
る
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
﹁
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
下
で
の
大
統
領
選
を
占

う
﹂
を
年
7
月
10
日
︵
金
︶
午

後
４
時
か
ら
５
時
︵
米
国
東
部

時
間
︶
に
開
催
す
る
。
米
国
ウ

ォ
ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
日
本
人
ビ

ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
か
ら
支
持
を

集
め
本
紙
連
載
で
お
馴
染
み
の

作
家
、
冷
泉
彰
彦
氏
＝
写
真
＝

と
日
本
経
済
新
聞
社
の
豊
福
浩

米
州
総
局
長
が
熱
い
議
論
を
交

わ
す
。

　

参
加
費

：

無
料
。
日
経
Ｉ

Ｄ
で
の
有
料
会
員
登
録
者
向

け
。
誰
で
も
参
加
で
き
る
。
日

経
電
子
版
有
料
会
員
以
外
の
人

は
、
日
経
電
子
版Pro

の
無

料
ト
ラ
イ
ア
ル
Ｉ
Ｄ
を
発
行
。

〇

申

し

込

み

：

h
ttp

s://g
o

.n
d

b
b

.jp
/

l/7
0

1
6

2
3

/2
0

2
0

-0
6

-
08/3s2tr
 

問

い

合

わ

せ

は

日

経

ア

メ

リ

カ

広

告

部　

ad.n
ikkeiam

erica@
n

ex
.

nikkei.com
 

ま
で
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
下
で
の
大
統
領
選

日
経
ア
メ
リ
カ
社
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー

７
月
10
日
冷
泉
氏
が
議
論

　

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
連
邦
地

裁
は
20
日
、
米
司
法
省
が
申
し

立
て
た
ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン

前
大
統
領
補
佐
官
︵
国
家
安

全
保
障
問
題
担
当
︶
の
回
顧

録
﹃T

he R
oom

 W
here It 

H
appened

︵
そ
れ
が
起
き
た

部
屋
︶﹄
の
出
版
差
し
止
め
請

求
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
棄
却
し

た
。
回
顧
録
は
予
定
通
り
23
日

に
出
版
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
は
﹁
回
顧
録

に
は
機
密
情
報
が
含
ま
れ
て
お

り
、
国
の
安
全
保
障
を
危
う
く

す
る
﹂
と
主
張
し
、
16
日
に
出

版
差
し
止
め
を
求
め
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
連
邦
地
裁
は
、
す

で
に
回
顧
録
は
書
店
に
配
送
済

み
で
内
容
も
報
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
、
元
の
状
況
に
戻

せ
な
い
こ
と
か
ら
﹁
出
版
差
し

止
め
が
適
切
な
措
置
と
は
な
ら

な
い
﹂
と
し
た
。

　

た
だ
し
地
裁
は
機
密
の
有
無

に
つ
い
て
の
政
権
の
精
査
が
終

わ
っ
て
い
な
い
と
指
摘
し
た
。

ボ
ル
ト
ン
氏
は
機
密
は
含
ま
れ

て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る

が
、
こ
れ
が
間
違
っ
て
い
る
場

合
は
著
作
か
ら
得
る
利
益
を
失

う
と
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
こ
う
し
た
点
を
ツ
イ
ッ
タ
ー

で
指
摘
し
、﹁
法
廷
で
の
大
き

な
勝
利
だ
﹂﹁
彼
は
市
民
を
空

爆
し
殺
す
の
が
好
き
だ
っ
た
。

こ
ん
ど
は
自
分
に
爆
弾
を
落
と

し
た
！
﹂
と
投
稿
し
た
。

　

ボ
ル
ト
ン
氏
は
回
顧
録
の
な

か
で
、ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は﹁
行

き
当
た
り
ば
っ
た
り
﹂
で
、﹁
衝

動
的
で
驚
く
ほ
ど
無
知
﹂
と
酷

評
。
再
選
の
こ
と
し
か
考
え
て

い
な
い
と
指
摘
し
て
い
る
。
例

え
ば
２
０
１
９
年
６
月
、
中
国

の
習
近
平
国
家
主
席
と
の
会
見

で
﹁
ウ
イ
グ
ル
族
の
強
制
収
容

所
﹂
を
容
認
す
る
一
方
、
自
身

の
大
統
領
再
選
を
後
押
し
し
て

欲
し
い
と
訴
え
、﹁
米
国
の
農

作
物
を
買
う
よ
う
﹂
に
中
国
に

求
め
た
と
い
う
。
ま
た
大
統
領

３
選
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
話

し
た
と
い
う
。
選
挙
を
自
分
に

有
利
に
す
る
た
め
に
外
交
や
外

国
勢
力
を
利
用
し
た
と
す
れ
ば

重
大
な
連
邦
法
違
反
と
な
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
疑
惑
で
は
、
大

統
領
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事

援
助
を
棚
上
げ
す
る
よ
う
指
示

し
た
こ
と
、
そ
れ
が
バ
イ
デ
ン

前
副
大
統
領
の
疑
惑
を
捜
査
す

る
よ
う
圧
力
を
掛
け
る
た
め
で

あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
の
一

部
で
は
な
い
の
か
、
英
国
は
核

保
有
国
な
の
か
と
聞
い
た
り

と
、
ひ
ど
い
無
知
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

　

回
顧
録
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
日
本
に
対
し
在
日
米
軍

差
止
請
求
を
棄
却

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
連
邦
地
裁

撤
退
を
ち
ら
つ
か
せ
て
現
行
の

４
倍
と
な
る
年
間
約
80
億
ド
ル

︵
約
８
５
０
０
億
円
︶
の
防
衛

費
負
担
を
求
め
た
こ
と
も
書
か

れ
て
い
る
。
負
担
増
に
つ
い
て

日
本
政
府
は
﹁
そ
の
よ
う
な
事

実
は
な
い
﹂︵
菅
義
偉
官
房
長

官
︶
と
否
定
し
て
い
た
。
回

顧
録
に
書
か
れ
た
韓
国
、
米

国
、
北
朝
鮮
の
首
脳
協
議
に

つ
い
て
韓
国
チ
ョ
ン
・
イ
ヨ

ン
国
家
安
保
室
長
は
22
日
、

﹁
事
実
を
大
き
く
歪
曲
し
て

い
る
﹂
と
批
判
し
た
。

　

ボ
ル
ト
ン
氏
は
ジ
ョ
ー

ジ
・ 

Ｗ
・ 

ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領

政
権
で
国
務
次
官
、
国
連
大

使
を
務
め
、
２
０
１
８
年
４

月
か
ら
19
年
９
月
ま
で
ト
ラ

ン
プ
政
権
の
国
家
安
全
保
障

問
題
担
当
補
佐
官
と
し
て
働

い
た
が
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

と
北
朝
鮮
問
題
な
ど
で
意
見

が
合
わ
ず
辞
任
し
た
。
イ
ラ

ク
戦
争
を
強
力
に
推
し
進
め

る
な
ど
タ
カ
派
と
し
て
知
ら

れ
る
。

　

コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
の
キ
ニ
ピ

ア
ク
大
学
が
18
日
に
発
表
し
た

世
論
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、

大
統
領
選
挙
で
の
直
接
対
決
を

想
定
し
た
設
問
で
、
ジ
ョ
ー
・

バ
イ
デ
ン
副
大
統
領
が
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
を
８
ポ
イ
ン
ト
リ
ー

ド
し
た
。

　

﹁
も
し
今
日
大
統
領
選
挙
が

実
施
さ
れ
る
な
ら
ト
ラ
ン
プ
氏

あ
る
い
は
バ
イ
デ
ン
氏
の
い
ず

れ
に
投
票
す
る
か
﹂
と
い
う
問

い
に
対
し
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
49

％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
41
％
だ
っ

た
。
支
持
政
党
別
で
は
、
民
主

党
支
持
者
が
バ
イ
デ
ン
氏
93

％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
４
％
、
共
和

党
支
持
者
が
バ
イ
デ
ン
氏
７

％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
92
％
と
対
照

的
だ
。
性
別
で
は
、
男
性
が
バ

イ
デ
ン
氏
38
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏

51
％
、
女
性
は
バ
イ
デ
ン
氏
59

％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
33
％
と
男
性

が
ト
ラ
ン
プ
氏
、
女
性
が
バ
イ

デ
ン
氏
を
よ
り
支
持
す
る
傾
向

に
あ
る
。
人
種
別
で
は
、
白
人

層
が
バ
イ
デ
ン
氏
42
％
、
ト
ラ

ン
プ
氏
50
％
と
差
が
少
な
い

が
、
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
は
バ
イ

デ
ン
氏
57
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
31

％
、
黒
人
層
が
バ
イ
デ
ン
氏
82

％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
９
％
と
、
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
、
黒
人
層
は
バ

イ
デ
ン
氏
を
支
持
す
る
傾
向
が

高
い
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
と
バ
イ
デ
ン
氏

　

ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
元

大
統
領
の
妹
で
、
１
９
９
０
年

代
に
は
駐
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
米
大

使
と
し
て
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
と

の
和
平
交
渉
で
中
心
的
役
割
を

果
た
し
た
ジ
ー
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
・

ス
ミ
ス
さ
ん
が
17
日
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
自
宅
で
死
去
し
た
。

92
歳
だ
っ
た
。

　

１
９
２
８
年
、
ス
ミ
ス
さ
ん

は
ジ
ョ
セ
フ
・
ケ
ネ
デ
ィ
夫
妻

の
あ
い
だ
に
９
人
兄
弟
姉
妹
の

第
８
子
と
し
て
ボ
ス
ト
ン
で
誕

生
し
た
。
有
力
政
治
家
の
父
や

兄
た
ち
の
陰
で
、
ス
ミ
ス
さ
ん

は
﹁
シ
ャ
イ
な
ケ
ネ
デ
ィ
﹂
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
46
年
に

下
院
議
員
に
立
候
補
し
た
兄
ジ

ョ
ン
の
選
挙
運
動
に
参
加
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
政
界
に

進
出
し
始
め
る
。
49
年
に
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
ビ
ル
・
カ
レ
ッ
ジ
を

卒
業
、
56
年
に
Ｊ
Ｆ
Ｋ
の
大
統

領
選
運
動
で
要
職
を
務
め
ケ
ネ

デ
ィ
家
が
信
頼
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
だ
っ
た
ス

テ
フ
ァ
ン
・
ス
ミ
ス
氏
と
結
婚

し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
４
人
の

子
ど
も
を
育
て
た
。
し
か
し
90

年
、
夫
の
ス
ミ
ス
氏
は
肺
が
ん

で
63
歳
で
死
去
す
る
。

　

93
年
、
当
時
の
ビ
ル
・
ク
リ

ン
ト
ン
大
統
領
の
任
命
で
、
ケ

ネ
デ
ィ
家
先
祖
の
故
郷
で
あ
る

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
米
大
使
に
就

任
す
る
。
終
息
し
て
い
な
か
っ

た
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
で

は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
共
和
国
軍

︵
Ｉ
Ｒ
Ａ
︶
と
英
国
政
府
の
間

で
和
平
交
渉
に
尽
力
し
、
ジ
ェ

リ
ー
・
ア
ダ
ム
ズ
元
シ
ン
・
フ

ェ
イ
ン
党
首
の
米
ビ
ザ
取
得
の

た
め
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
政
府
を

先
導
し
た
。
98
年
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
は
、
ス
ミ
ス
さ
ん
に
名
誉
市

民
権
を
付
与
し
た
。
２
０
１
１

年
バ
ラ
ク
・
オ
バ
マ
前
大
統
領

は
、
74
年
に
創
立
し
た
障
害
者

の
芸
術
活
動
を
振
興
す
る
非
営

利
団
体
ベ
リ
ー
・
ス
ペ
シ
ャ
ル
・

ア
ー
ツ
︵
Ｖ
Ｓ
Ａ
︶
を
含
む
幅

広
い
慈
善
運
動
と
外
交
活
動
を

称
え
、
ス
ミ
ス
さ
ん
に
国
民
に

贈
ら
れ
る
最
高
位
の
勲
章
で
あ

る
大
統
領
自
由
勲
章
を
授
与
。

16
年
に
は
、
米
国
で
最
も
著
名

な
家
族
で
育
っ
た
経
験
を
著
し

た
自
叙
伝
﹃
ザ
・
ナ
イ
ン
・
オ

ブ
・
ア
ス
﹄
を
出
版
し
た
。

の
各
分
野
で
期
待
で
き
る
仕
事

振
り
に
つ
い
て
聞
い
た
と
こ

ろ
、
経
済
で
は
ト
ラ
ン
プ
氏
が

51
％
、
バ
イ
デ
ン
氏
が
46
％
と

ト
ラ
ン
プ
氏
が
や
や
リ
ー
ド
し

た
。
一
方
、
そ
の
他
の
分
野
で

は
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
は
バ
イ
デ

ン
氏
55
％
、ト
ラ
ン
プ
氏
41
％
、

危
機
対
応
で
は
バ
イ
デ
ン
氏
54

％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
43
％
、
人
種

問
題
で
は
バ
イ
デ
ン
氏
58
％
、

ト
ラ
ン
プ
氏
36
％
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
バ
イ
デ

ン
氏
54
％
、
ト
ラ
ン
プ
氏
41
％

と
な
り
、
経
済
以
外
で
は
バ
イ

デ
ン
氏
が
リ
ー
ド
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
大
統
領
選
挙
で
副
大

統
領
候
補
者
を
重
視
す
る
か
と

い
う
問
い
に
対
し
て
は
、﹁
非

常
に
重
視
す
る
﹂
が
55
％
、﹁
や

や
重
視
す
る
﹂
が
33
％
と
副
大

統
領
候
補
者
も
重
視
さ
れ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
。

保
険
失
っ
た
人
の
た
め

特
別
保
険
申
請
期
限
延
長

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
テ
ー

ト
・
オ
ブ
・
ヘ
ル
ス
は
、
特
別

申
請
期
間
を
今
年
７
月
15
日
ま

で
延
長
し
た
。
雇
用
に
よ
る
医

療
保
険
を
失
っ
た
人
は
、
保
険

を
失
っ
て
か
ら
60
日
以
内
に
申

請
す
る
必
要
が
あ
る
。
日
米
ソ

ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス
︵
Ｊ
Ａ

Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
が
手
伝
い
を
し
て

い
る
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

︵
内
線
４
番
︶
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル info@
jassi.org 

ま
で
。　
　
　
　

情
報
元
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ew
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Ｋ
兄
弟
姉
妹
最
後
の
存
命
者

ジ
ー
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
さ
ん
逝
く

オ
バ
マ
大
統
領
か
ら
国
民
に
贈
ら
れ
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統
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ジ
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さ
ん
︵
２
０
１
１
年
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

 　

現
在
、
各
国
の
米
国
大
使
館

お
よ
び
領
事
館
で
、
非
移
民
ビ

ザ
の
面
接
お
よ
び
発
行
の
一
時

的
な
停
止
を
し
て
お
り
、
６
月

19
日
の
時
点
で
、
ア
メ
リ
カ
大

使
館
お
よ
び
大
阪
の
領
事
館
、

ど
ち
ら
も
ビ
ザ
面
接
の
予
約
さ

え
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

移
民
局
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
状
況
下
な
の
で
、
ビ

ザ
や
永
住
権
申
請
数
々
の
知

ら
せ
、
例
え
ばR

equest for 
E

vidence

︵
ビ
ザ
申
請
で
追

加
書
類
要
求
︶
やN

otice of 
Intent to D

eny

︵
却
下
す

る
意
志
の
知
ら
せ
︶
、N

otice 

o
f In

ten
t to

 R
ev

o
k

e

︵
無
効
に
す
る
意
志
の
知
ら

せ

︶、N
otice of Intent to 

T
erm

inate

︵
停
止
す
る
意

志
の
知
ら
せ
︶ 

な
ど
を
３
月
１

日
か
ら
７
月
１
日
ま
で
の
移
民

局
の
日
付
で
受
け
取
っ
た
場
合

は
、
書
類
に
提
示
さ
れ
た
返
答

期
日
か
ら
60
日
間
の
返
答
延
期

を
許
可
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
多
く
の
方
か
ら
失
業
保

険
申
請
に
関
し
て
質
問
を
受
け

ま
し
た
。
特
に
多
い
の
が
次
の

３
つ
の
質
問
で
す
。

1　

非
移
民
ビ
ザ
で
就
労
し
て

い
る
が
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
状
況
下
で
失
職
し
た
場

合
、
失
業
保
険
を
申
請
し
て
も

良
い
で
す
か
？

２　

失
業
保
険
を
受
け
取
っ
た

場
合
、
公
的
補
助
を
受
け
た
こ

と
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

３　

い
つ
ま
で
の
期
間
、
失
業

保
険
を
受
け
取
っ
て
も
法
律
違

反
に
な
ら
な
い
で
す
か
？

　

原
則
的
に
は
、
就
労
ビ
ザ
は

あ
く
ま
で
も
ア
メ
リ
カ
で
就
労

す
る
た
め
の
ビ
ザ
で
あ
り
、
滞

在
を
単
に
許
可
す
る
ビ
ザ
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
就
労
が
で
き
な

く
な
っ
た
場
合
、
そ
の
ビ
ザ
は

失
効
し
ま
す
。し
か
し
な
が
ら
、

数
種
類
の
ビ
ザ
で
就
労
し
て
い

る
人
た
ち
は
、
限
ら
れ
た
期
間

失
職
し
て
も
ビ
ザ
が
失
効
し
た

と
は
見
な
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
Ｅ-

１
ビ
ザ
、
Ｅ-

２
ビ

ザ
、
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
、
Ｌ-

１

ビ
ザ
、
Ｅ
ビ
ザ
、
Ｏ-

１
ビ
ザ

の
保
持
者
の
人
た
ち
で
す
。
そ

の
人
た
ち
は
２
０
１
７
年
に
発

表
さ
れ
た
移
民
法
で
、
た
と
え

失
職
し
て
も
60
日
間
は
ア
メ
リ

カ
に
滞
在
で
き
る
の
で
す
。
つ

ま
り
、
こ
れ
ら
の
ビ
ザ
保
持
者

は
失
業
保
険
を
申
請
し
て
も
可

能
だ
と
言
え
ま
す
。

　

公
的
補
助
と
は
、
ア
メ
リ
カ

連
邦
政
府
お
よ
び
州
政
府
か
ら

の
金
銭
的
な
補
助
や
、
住
居
補

助
、
フ
ー
ド
・
ク
ー
ポ
ン
、
メ

デ
ィ
ケ
イ
ド
な
ど
医
療
補
助
を

指
し
ま
す
。
公
的
補
助
を
受
け

た
場
合
、
ビ
ザ
の
更
新
・
延
長

お
よ
び
永
住
権
申
請
に
影
響
を

与
え
ま
す
。
却
下
さ
れ
る
可
能

性
も
出
て
き
ま
す
。
た
だ
し
、

移
民
局
は
公
式
に
非
移
民
ビ
ザ

の
人
た
ち
も
失
業
保
険
を
申
請

し
て
、
公
的
補
助
を
受
け
た
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
見
解

を
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
の
質
問
は
、
１
の
質
問

に
連
動
し
て
い
ま
す
。
Ｅ-

１

ビ
ザ
、
Ｅ-

２
ビ
ザ, 

Ｈ-

１

Ｂ
ビ
ザ
、
Ｌ-

１
ビ
ザ
、
Ｅ
ビ

ザ
、
Ｏ-

１
ビ
ザ
保
持
者
の
人

た
ち
は
、
失
職
し
て
失
業
保
険

を
申
請
し
て
取
得
し
た
場
合
、

60
日
間
は
受
け
取
る
こ
と
が
法

律
的
に
可
能
だ
と
言
え
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
60
日
を
過
ぎ

て
も
数
か
月
お
よ
び
１
年
も
失

業
保
険
を
受
給
し
続
け
る
の
は

移
民
法
違
反
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ア
メ
リ
カ
中
小

企
業
庁
︵
Ｓ
Ｂ
Ａ
︶
の
小
規

模
事
業
者
の
支
援
貸
付
金

︵D
isaster Loan

︶
を
申
請

し
て
受
け
取
っ
て
も
良
い
で
す

か
、
と
い
う
質
問
も
受
け
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
就
労
ビ
ザ
の
人

た
ち
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
こ

の
支
援
貸
付
金
は
、
ア
メ
リ
カ

政
府
の
公
的
補
助
に
該
当
す
る

か
ら
で
す
。

︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

失
業
保
険
と
ビ
ザ

　

全
米
テ
ニ
ス
協
会
︵
Ｕ
Ｓ
Ｔ

Ａ
︶
は
16
日
、
８
月
に
ク
イ
ー

ン
ズ
の
ビ
リ
ー
・
ジ
ー
ン
・
キ

ン
グ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
テ
ニ
ス
・

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
全
米

︵
Ｕ
Ｓ
︶
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大

会
を
無
観
客
で
開
催
す
る
と
発

表
し
た
。
年
度
最
後
の
グ
ラ
ン

ド
ス
ラ
ム
大
会
と
な
る
Ｕ
Ｓ
オ

ー
プ
ン
は
８
月
31
日
︵
月
︶
か

ら
９
月
13
日
︵
日
︶
ま
で
の
２

週
間
行
わ
れ
る
。
男
子
世
界
ラ

ン
ク
１
位
の
ノ
バ
ク
・
ジ
ョ
コ

ビ
ッ
チ
は
﹁
グ
ラ
ン
ド
ス
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

最
高
に
嬉
し
い
し
、
わ
く
わ
く

し
て
い
る
﹂
と
コ
メ
ン
ト
。
そ

の
ジ
ョ
コ
ビ
ッ
チ
が
23
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
検
査
で
陽

性
反
応
と
な
っ
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。
症
状
は
現
れ
て
い

な
い
と
い
う
が
、
ジ
ョ
コ
ビ
ッ

チ
は
３
月
か
ら
の
ツ
ア
ー
が
中

断
す
る
な
か
で
、
バ
ル
カ
ン
半

島
を
転
戦
す
る
親
善
大
会
﹁
ア

ド
リ
ア
ツ
ア
ー
﹂
を
13
日
か
ら

主
催
。
同
大
会
の
出
場
選
手
か

ら
多
数
の
感
染
者
が
出
て
お

り
、
21
日
に
残
り
の
大
会
を
中

止
し
て
い
る
。

　

女
子
ラ
ン
ク
３
位
の
大
坂
な

お
み
は
﹁
す
べ
て
の
懸
念
は
理

解
で
き
る
が
、プ
レ
ー
し
た
い
﹂

と
話
し
、
右
ひ
じ
の
け
が
で
昨

年
の
Ｕ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
以
来
大
会

を
欠
場
し
て
い
る
錦
織
圭
は
、

同
大
会
で
の
復
帰
に
向
け
て
フ

ロ
リ
ダ
で
準
備
を
し
て
い
る
。

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
よ
る
と
、
２
０
１
７
年
４
月

に
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
﹁
バ
イ

ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
イ
ヤ
ー
ア
メ

リ
カ
ン
︵
Ｂ
Ａ
Ｈ
Ａ
︶﹂
の
強

化
を
目
指
す
大
統
領
令
に
署
名

し
て
以
降
、
ビ
ザ
申
請
の
却
下

率
が
上
が
り
続
け
て
い
る
。
例

え
ば
、
Ｌ-
１
Ａ
ビ
ザ
︵
企
業

内
転
勤
者
・
管
理
職
用
ビ
ザ
︶

の
19
年
度
の
却
下
率
は
約
29
％

と
、
15
年
度
の
16
％
か
ら
大
幅

に
上
昇
。
Ｈ-

１
Ｂ
ビ
ザ
︵
特

殊
技
能
職
用
ビ
ザ
︶
も
却
下
率

が
約
24
％
と
４
件
中
１
件
は
却

下
さ
れ
て
お
り
、
更
新
申
請
も

却
下
率
は
15
％
に
の
ぼ
る
。
最

も
多
い
却
下
理
由
は﹁
専
門
職
﹂

の
要
件
を
満
た
さ
な
い
と
い
う

点
で
、
特
に
Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
、
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
、
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
系
の
職
種
で
の
却

下
が
多
く
、
Ｉ
Ｔ
業
界
の
平
均

却
下
率
は
40
％
以
上
と
な
っ
て

い
る
。
ビ
ザ
更
新
は
新
規
申
請

と
同
様
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
審
査
期
間
が
長
期
化
す
る

ケ
ー
ス
が
目
立
つ
。
１
度
で
も

ビ
ザ
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場

合
、
電
子
渡
航
認
証
シ
ス
テ
ム

︵
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
︶
が
利
用
で
き
な

く
な
る
な
ど
、
今
後
の
渡
米
に

無
期
限
に
影
響
が
出
る
た
め
、

い
ず
れ
の
ビ
ザ
も
戦
略
を
十
分

練
っ
て
慎
重
に
申
請
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

ま
た
、
Ｊ-

１
ビ
ザ
︵
交
流

訪
問
者
用
ビ
ザ
︶
は
米
国
内
で

行
わ
れ
る
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
主

に
日
系
企
業
の
イ
ン
タ
ー
ン
や

研
修
生
に
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
大
統
領
令
以
降
、
米
国
人

の
雇
用
機
会
を
奪
う
可
能
性
が

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
署
名
し

て
発
効
し
た
大
統
領
令
は
、
米

国
内
で
失
業
者
が
急
増
し
て
い

る
状
況
の
中
、
政
権
が
米
国
人

の
雇
用
を
最
優
先
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
発
令
し
た
。
ジ
ェ
ト

ロ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所
で

は
、
6
月
22
日
に
署
名
さ
れ
た

ば
か
り
の
特
定
の
非
移
民
ビ
ザ

の
発
給
を
一
時
停
止
す
る
こ
の

大
統
領
令
に
つ
い
て
の
ウ
ェ
ビ

ナ
ー
を
24
日
に
緊
急
開
催
し

た
。
内
容
は
来
週
号
で
詳
報
す

る
。
同
セ
ミ
ナ
ー
で
講
師
を
務

め
た
Ｒ
Ｂ
Ｌ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
Ｐ

Ｌ
Ｌ
Ｃ
の
ボ
ア
ズ
麗
奈
弁
護
士

は
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
次

の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

ビ
ザ
保
有
者
入
国
可
能
か

　
Ｅ
ビ
ザ
、
学
生
も
対
象
外

　

適
応
日
の
６
月
24
日
の
時
点

で
、
既
に
ビ
ザ
が
発
給
さ
れ
て

い
る
外
国
人
は
該
当
し
な
い
よ

う
だ
。
つ
ま
り
、
現
時
点
で
米

国
外
に
い
て
も
、
既
に
ビ
ザ
が

発
給
さ
れ
て
い
る
Ｈ
１
Ｂ
、
Ｈ

２
Ｂ
、
Ｌ
１
、
Ｊ
１
ビ
ザ
保
持

者
は
、
引
き
続
き
、
入
国
が
出

来
る
可
能
性
が
あ
る
。
大
統
領

令
に
含
ま
れ
て
い
な
い
非
移
民

ビ
ザ
保
持
者
︵
Ｅ
１
、
Ｅ
２
、

Ｅ
３
、
Ｔ
Ｎ
、
Ｆ
１
＝
学
生
︶

は
該
当
し
な
い
。
ま
た
、
米
国

永
住
者
︵
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
保

持
者
︶
も
該
当
し
な
い
。
米
国

の
食
料
品
供
給
に
に
関
わ
る
エ

ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー

や
、
米
国
政
府
の
国
益
と
み
な

さ
れ
る
外
国
人
は
例
外
と
さ
れ

ま
す
。

　

米
国
出
国
後
の
再
入
国

　

で
き
な
い
可
能
性
注
意

　　

重
要
な
の
は
、
現
在
、
米
国

滞
在
中
の
外
国
人
に
は
影
響
は

な
い
が
、
米
国
を
出
国
す
る
こ

と
に
よ
り
、
再
入
国
で
き
な
く

な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
注

意
が
必
要
。
ま
た
、
米
国
内
で

の
滞
在
の
延
長
や
切
り
替
え
申

請
に
も
影
響
は
な
い
の
で
、
引

き
続
き
、
米
国
移
民
局
へ
の
滞

在
延
長
申
請
は
可
能
。

　

な
お
現
時
点
で
上
記
に
該
当

す
る
ビ
ザ
の
面
接
を
予
約
さ
れ

て
い
る
者
で
、
ま
だ
ビ
ザ
が
発

給
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、近
々
、

面
接
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
て
し

ま
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の

で
注
意
が
必
要
だ
。

あ
る
と
し
て
、
審
査
が
最
も
厳
格

化
し
た
ビ
ザ
の
１
つ
と
な
っ
て
い

る
。
特
に
、
母
国
で
は
な
く
米
国

で
研
修
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

か
、
研
修
内
容
が
就
労
行
為
に
当

た
ら
な
い
か
を
厳
し
く
審
査
さ

れ
、
期
間
中
の
研
修
計
画
に
つ
い

て
、
週
単
位
の
詳
細
な
説
明
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
Ｊ-

１

ビ
ザ
申
請
者
が
帰
国
後
に
米
国
の

就
労
ビ
ザ
を
改
め
て
申
請
す
る
場

合
、
米
国
で
習
得
し
た
内
容
を
母

国
で
生
か
す
と
い
う
Ｊ-

１
ビ
ザ

の
性
質
上
、
少
な
く
と
も
半
年
以

上
お
い
て
申
請
す
る
方
が
良
い
だ

ろ
う
。

　

一
方
で
、
Ｅ-

１
ビ
ザ
︵
貿
易

駐
在
員
用
ビ
ザ
︶
や
Ｅ-

２
ビ

ザ
︵
投
資
駐
在
員
用
ビ
ザ
︶
は
、

Ｊ-

１
ビ
ザ
や
Ｌ-

１
Ｂ
ビ
ザ
ほ

ど
急
激
に
は
厳
し
く
な
っ
て
い
な

い
。
た
だ
し
、
膨
大
な
会
社
情
報

の
電
子
記
入
が
義
務
化
さ
れ
た
た

め
、
取
得
に
か
か
る
期
間
は
長
期

化
し
て
い
る
。
米
国
で
十
分
な
投

資
実
績
が
あ
っ
て
も
、
雇
用
実
績

が
な
い
こ
と
を
理
由
に
却
下
さ
れ

た
事
例
も
あ
る
た
め
、
注
意
が
必

要
だ
。

　

本
紙
先
週
号
で
報
じ
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
緊
急
経

済
対
策
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る

１
人
10
万
円
の
﹁
特
別
定
額
給

付
金
﹂
に
つ
い
て
、
海
外
邦
人

へ
の
支
給
が
な
い
と
し
た
日
本

国
内
で
の
一
部
報
道
に
つ
い
て

自
民
党
の
青
山
繁
晴
議
員
は
反

論
し
、
自
民
党
内
で
海
外
邦
人

へ
の
給
付
調
整
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
自
民

党
の
岸
田
文
雄
政
調
会
長
は
5

日
の
総
務
会
で
、
1
人
あ
た
り

10
万
円
を
支
給
す
る
特
別
定
額

給
付
金
の
対
象
に
海
外
在
住
の

日
本
人
を
加
え
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
と
明
ら
か
に
し
た
。

11
日
に
成
立
予
定
の
２
０
２
０

年
度
第
2
次
補
正
予
算
案
で
関

連
す
る
経
費
を
確
保
し
た
と
い

う
。
鈴
木
俊
一
総
務
会
長
が
記

者
会
見
で
説
明
し
た
︵
本
紙
６

月
20
日
号
既
報
︶
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
今
月
1
日
、

青
山
氏
は
安
倍
首
相
に
再
度
、

実
施
の
依
頼
を
伝
え
、
こ
の
時

点
ま
で
に
、
安
倍
総
理
は
﹁
で

き
な
い
理
由
﹂
を
多
岐
に
わ
た

っ
て
示
し
て
い
た
各
省
庁
へ
、

検
討
を
指
示
し
た
事
実
が
確
認

で
き
た
と
い
う
。
海
外
邦
人
へ

も
支
給
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
わ
か
り
、
日
本
政

府
に
対
し
て
海
外
在
留
邦
人
の

声
が
ど
う
国
会
に
反
映
さ
れ
る

何
ら
か
の
手
立
て
が
今
後
必
要

と
な
り
そ
う
だ
。

　

青
山
議
員
は
﹁
オ
ー
ル
ド
メ

デ
ィ
ア
の
一
部
に
、
海
外
の
同

胞
へ
の
一
律
10
万
円
給
付
を
政

府
が
諦
め
た
と
い
う
記
事
を
準

備
し
て
、
そ
の
裏
取
り
取
材
を

し
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
り
ま
す
。
違
い
ま
す
。
真
逆

で
す
。
昨
日
と
今
日
の
交
渉
、

協
議
で
、
は
っ
き
り
具
体
的
に

前
進
し
ま
し
た
。
最
新
の
動
き

も
何
も
知
ら
ず
に
、
否
定
的
な

話
を
出
し
て
、
前
に
向
い
て
い

る
動
き
を
台
無
し
に
す
る
か
の

よ
う
な
こ
と
が
、
い
っ
た
い
正

し
い
で
し
ょ
う
か
﹂
と
述
べ
て

い
る
。
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

手
立
て
で
そ
れ
が
実
現
す
る
の

か
、
国
会
で
正
式
に
決
定
す
る

前
だ
け
に
、
あ
く
ま
で
も
ま
だ

推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
先
週

と
は
一
転
、
現
状
で
は
少
な
く

と
も
﹁
海
外
邦
人
に
給
付
金
な

し
﹂
と
諦
め
て
し
ま
う
の
は
ま

だ
早
い
と
言
え
そ
う
な
状
況
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｃ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
コ
ネ
ク

ト
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
５
区

で
手
頃
な
値
段
の
住
宅
を
探

し
、
申
請
す
る
た
め
の
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
。
旧
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ハ
ウ
ジ

ン
グ
コ
ネ
ク
ト
の
ア
カ
ウ
ン
ト

を
持
っ
て
い
る
場
合
、
現
時
点

で
は
ア
カ
ウ
ン
ト
情
報
は
新
し

い
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
引
き
継

が
れ
な
い
た
め
、
再
度
登
録
し

て
新
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
す
る

必
要
が
あ
る
。
す
で
に
申
請
済

み
の
案
件
や
６
月
中
に
申
請
す

る
場
合
は
、
旧
Ｎ
Ｙ
Ｃ
ハ
ウ
ジ

ン
グ
コ
ネ
ク
ト
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
。
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給
付
金
あ
り
で
調
整
か

海
外
の
日
本
人
へ
の
コ
ロ
ナ
支
援
金

自
民
議
員
が
海
外
の
声
を
代
弁

Ｕ
Ｓ
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス

無
観
客
試
合
で
開
催
へ

ジ
ョ
コ
ビ
ッ
チ
が
陽
性

Ｎ
Ｙ
市
内
で
手
頃
な

住
宅
を
探
す
サ
イ
ト

Ｎ
Ｙ
Ｃ
ハ
ウ
ジ
ン
グ

ビ
ザ
申
請
却
下
率
が
急
上
昇

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
調
べ
Ｌ
、
Ｈ
、
Ｊ
で
顕
著

米雇用を最優先
24 日発効の新大統領令

ボアズ弁護士が要点を解説

https://www.mtckitchen.com
tel:2122136069
https://michaeldunnlaw.com
https://www.hondag.com
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レ
ン
ト
よ
り
も
必
要
経
費
合

計
額
の
方
が
多
い
た
め
に
発
生

す
る
レ
ン
タ
ル
・
ロ
ス
は
、
賃

貸
活
動
へ
の
積
極
的
関
与
の
条

件
を
満
た
せ
ば
、
給
与
、
利

子
、
配
当
、
自
営
業
事
業
所
得

な
ど
の
、
他
の
所
得
と
の
損
益

通
算
が
認
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
損
益
通
算
に
は
上
限
額
が

設
け
ら
れ
て
い
て
、
年
間
最
高

2
万
５
０
０
０
ド
ル
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。
レ
ン
タ
ル
・
ロ

不
動
産
賃
貸 (
４)

レ
ン
タ
ル
・
ロ
ス
損
益
通
算   769

ス
が
2
万
５
０
０
０
ド
ル
以
上

計
算
さ
れ
て
も
、
損
益
通
算
に

使
え
る
の
は
2
万
５
０
０
０
ド

ル
ま
で
と
い
う
こ
と
で
す
。
超

過
額
は
翌
年
以
降
に
繰
り
延
べ

ら
れ
ま
す
。

　

調
整
総
所
得
︵
ほ
ぼ
、
年

収
に
相
当
す
る
金
額
︶
が

10
万
ド
ル
以
下
の
納
税
者
は
、

2
万
５
０
０
０
ド
ル
の
レ
ン
タ

ル
・
ロ
ス
全
額
を
他
の
所
得
と

損
益
通
算
で
き
ま
す
。
所
得
が

10
万
ド
ル
を
超
え
る
と
、
損
益

通
算
で
き
る
金
額
は
段
階
的
に

減
額
し
ま
す
。
減
額
率
は
、
所

得
増
加
2
ド
ル
に
つ
き
1
ド
ル

削
減
の
割
合
で
す
。
調
整
総
所

得
が
15
万
ド
ル
に
達
す
る
と
、

レ
ン
タ
ル
・
ロ
ス
損
益
通
算
額

は
ゼ
ロ
に
な
り
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
年
収
15
万
ド
ル
超
の
高
額

所
得
者
は
、
い
く
ら
レ
ン
タ

ル
・
ロ
ス
が
あ
っ
て
も
、
他
の

所
得
と
の
損
益
通
算
は
一
切
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

︵
大
島
襄
／
米
国
公
認
会
計
士
︶

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

 　ミネアポリスで黒人フロイド氏が、警察官に殺害された凶悪な事件を
受けて、抗議活動が全米に広がりました。　その中で、突如出現した
Rallying Cry （雄たけび）が Defund the Police です。　Defund とは
ファンド（資金拠出）を停止すること。　

　必ずしも警察を解体せよと言っているのではありません。（アメリカの警察は元々逃げた
奴隷を捕まえることが目的だったという史的観点に立つ人はそう主張しますが）　現実的に
は、Defund the Police は、警察予算を削って貧困・医療対策、教育、住環境改善のため
に振り向けることを意味します。このようなお金の使い方こそが社会を安全にするという
主張です。　並行して、逮捕時の首締めの禁止など捜査手法に関する見直しも視野に入っ
てくるでしょう。
　　黒人の命の尊重を訴える Black Lives Matter とともに警察の根本的改革を要求する
Defund the Police。　人種間の垣根を超える差別反対の声の高まりに、政治家や警察指
導部は、どう答えていくのか。アメリカ社会が本当に改革を成し遂げられるのか・・・世
界が注目しています。　　　　　　　　　　　　　 ( 旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 米 語
Watch

 【182】

 Defund the Police! 
警察に予算をつけるな！

クイック USA
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多

く

の

州

でSafer at 
H

om
e

︵
自
宅
待
機
︶
の
制
限

が
解
除
さ
れ
て
い
き
、
少
し
ず

つ
で
あ
る
が
こ
こ
２
週
間
ほ
ど

で
経
済
が
再
開
さ
れ
て
き
た
。

企
業
と
し
て
今
後
の
方
針
や
方

向
性
を
決
定
す
る
時
期
に
な
っ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

ま
た
コ
ロ
ナ
騒
動
の
な
か
、

今
後
の
雇
用
形
態
と
し
て
﹁
ジ

ョ
ブ
型
雇
用
﹂
と
い
う
言
葉
を

よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
簡
単
に
い
う
と
ジ
ェ
ネ
ラ

リ
ス
ト
を
育
成
す
る
の
で
は
な

く
、
ス
キ
ル
に
特
化
し
た
専
門

職
を
雇
用
し
て
い
こ
う
と
い
う

流
れ
で
あ
る
。

　

オ
フ
ィ
ス
を
再
開
さ
せ
て
従

来
ど
お
り
出
社
を
促
す
企
業
の

み
な
ら
ず
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ

ム
を
導
入
し
た
り
、
在
宅
勤
務

を
導
入
し
た
り
、
ジ
ョ
ブ
型
雇

用
に
シ
フ
ト
し
た
り
、
コ
ロ
ナ

前
と
は
異
な
る
働
き
方
を
選
択

す
る
企
業
も
多
く
な
る
は
ず
で

あ
る
。
働
き
方
に
変
化
が
出
る

こ
と
で
、
企
業
と
し
て
検
討
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
従

業
員
の
評
価
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

そ
も
そ
も
評
価
制
度
が
無
い

と
い
う
企
業
、
評
価
制
度
を
作

成
し
た
も
の
の
う
ま
く
機
能
し

て
い
な
い
と
い
う
企
業
も
多
い

は
ず
で
あ
る
。
在
宅
勤
務
の
導

入
や
オ
フ
ィ
ス
で
の
勤
務
時
間

短
縮
に
よ
り
、
オ
フ
ィ
ス
内
で

何
気
な
く
し
て
い
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
能
動
的
に
行
わ

な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
た

り
、
従
業
員
の
業
務
の
進
め
方

や
効
率
性
が
把
握
し
づ
ら
く
な

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
各
従

業
員
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
在

宅
勤
務
の
問
題
点
や
社
内
プ
ロ

セ
ス
の
改
善
点
が
あ
る
程
度
見

え
て
き
て
い
る
今
だ
か
ら
こ

そ
、
何
を
評
価
制
度
の
目
的
と

す
る
の
か
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ

自
社
に
見
合
う
評
価
制
度
を
構

築
し
て
い
く
良
い
機
会
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。︵
榊
原
将
　

HR Linqs, Inc. President

︶　

www.919usa.com

コ
ロ
ナ
禍
で
考
え
る

﹁
評
価
制
度
の
構
築
﹂

　

米
航
空
業
界
団
体
の
エ
ア
ラ

イ
ン
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ア
メ
リ
カ

︵
Ａ
４
Ａ
︶
は
15
日
、
会
員
企

業
で
あ
る
米
国
主
要
航
空
会
社

が
乗
客
・
乗
員
に
対
し
マ
ス
ク

着
用
の
義
務
付
け
を
強
化
す
る

と
発
表
し
た
。
本
方
針
を
導
入

す
る
航
空
会
社
は
、
ア
ラ
ス
カ

航
空
、
ア
メ
リ
カ
ン
航
空
、
デ

ル
タ
航
空
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
航
空
、

ジ
ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
航
空
、
サ
ウ

ス
ウ
エ
ス
ト
航
空
、
ユ
ナ
イ
テ

ッ
ド
航
空
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
同
航
空
会

社
の
旅
客
機
を
利
用
す
る
乗
客

は
搭
乗
中
、
常
に
マ
ス
ク
の
着

用
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。
乗
客

が
マ
ス
ク
着
用
義
務
に
違
反
し

た
場
合
、
受
け
入
れ
停
止
を
含

め
た
措
置
を
と
る
と
し
て
い

る
。
こ
の
方
針
は
４
月
末
に
ジ

ェ
ッ
ト
ブ
ル
ー
が
先
駆
け
て
発

表
し
た
後
、
５
月
11
日
ま
で
に

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
、
ア
メ
リ
カ
ン
、

デ
ル
タ
、
サ
ウ
ス
ウ
エ
ス
ト
も

同
様
の
方
針
を
定
め
て
い
た
。

し
か
し
、
現
実
に
は
徹
底
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
機
内
で

マ
ス
ク
を
し
な
い
乗
客
が
目
立

つ
状
態
だ
っ
た
。

　

Ａ
４
Ａ
の
ニ
コ
ラ
ス
・
カ
リ

オ
会
長
は
﹁
マ
ス
ク
な
ど
で
顔

を
覆
う
こ
と
は
、
米
疾
病
予
防

管
理
セ
ン
タ
ー
︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
が

勧
め
る
感
染
予
防
策
の
ひ
と
つ

で
あ
り
、
米
国
の
各
航
空
会
社

は
マ
ス
ク
着
用
の
強
化
に
真
剣

に
取
り
組
ん
で
い
る
﹂
と
し
、

今
回
の
方
針
を
乗
客
が
順
守
す

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
述
べ

た
。
ま
た
、
Ａ
４
Ａ
の
会
員
企

業
は
空
港
の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
カ

ウ
ン
タ
ー
や
搭
乗
ゲ
ー
ト
の
消

毒
、
機
内
の
消
毒
や
換
気
、
搭

乗
時
の
対
人
距
離
の
確
保
、
機

内
サ
ー
ビ
ス
変
更
な
ど
、
さ
ら

な
る
対
応
策
に
も
取
り
組
ん
で

い
る
。

機
内
は
マ
ス
ク
着
用

米
主
要
航
空
会
社
で

106

 　
一
気
に
夏
で
す
ね
。
大
阪
は

連
日
30
度
超
え
て
い
ま
す
。
今

朝
、
地
下
鉄
の
構
内
で
行
き
交

う
人
の
マ
ス
ク
着
用
率
を
目
算

し
て
い
た
の
で
す
が
、
１
０
０

人
中
マ
ス
ク
し
て
い
な
い
人
は

７
人
で
し
た
。
し
か
も
し
て
い

な
い
人
は
、
な
ん
だ
か
、
そ
も

そ
も
変
な
感
じ
の
人
で
し
た

し
、
そ
ん
な
わ
た
し
も
家
を
出

て
か
ら
数
分
後
、﹁
あ
、
マ
ス

ク
忘
れ
た
﹂
と
気
づ
く
こ
と
も

多
々
あ
り
、
常
識
人
は
マ
ス
ク

当
た
り
前
。
も
う
﹁
パ
ン
ツ
履

い
て
い
な
い
﹂
く
ら
い
変
な
目

で
見
ら
れ
て
い
る
気
が
し
ま

す
。
い
つ
も
の
梅
雨
よ
り
数
倍

息
苦
し
い
感
じ
で
す
ね
。
い
つ

ま
で
続
く
や
ら
。

　

さ
て
、
あ
ん
ま
り
い
い
情
報

な
い
な
あ
。
で
も
日
本
の
、
し

か
も
介
護
で
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス

を
絞
り
出
さ
な
き
ゃ
な
あ
と
思

い
つ
つ
、
６
月
12
日
に
第
二
次

補
正
31
兆
円
予
算
計
上
し
て

２
０
２
０
年
度
は
史
上
最
大
歳

出
規
模
１
６
０
兆
円
が
参
議
院

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は

消
費
税
対
策
で
１
０
５
兆
円

弱
。リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

東
日
本
大
震
災
で
も
１
０
１
〜

１
０
４
兆
円
を
推
移
し
て
き
た

の
に
、
い
き
な
り
こ
の
規
模
。

日
本
よ
！
大
丈
夫
か
？
し
か

し
、
こ
こ
は
経
済
専
門
家
に
分

析
や
説
明
は
任
せ
る
と
し
て
、

こ
の
補
正
予
算
の
片
面
に
介
護

事
業
に
も
ち
ゃ
ん
と
ス
ポ
ッ
ト

が
当
た
っ
て
い
る
こ
と
は
少
し

喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。
介
護
福

祉
が
国
民
の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て

認
め
ら
れ
て
き
て
い
る
実
感
が

湧
き
ま
し
た
。
今
回
の
予
算
内

の
一
番
上
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る

﹁
感
染
症
緊
急
包
括
支
援
交
付

金
﹂
内
の
﹁
感
染
症
対
応
従
事

者
慰
労
金
交
付
事
業
﹂
で
は
、

介
護
職
員
に
５
万
円
〜
20
万
円

支
給
さ
れ
る
と
書
か
れ
て
い
ま

す
。
支
給
の
時
期
と
方
法
は
６

最
大
規
模
の
補
正
予
算
可
決

月
中
旬
以
降
な
の
で
、
注
目
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
働

く
職
員
へ
の
﹁
ひ
と
り
親
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
﹂
や
、
医
療

関
係
職
員
へ
の
﹁
宿
泊
療
養
給

付
金
﹂
も
他
人
事
で
は
な
く
、

隣
接
事
業
で
あ
る
医
療
へ
の
配

慮
す
ご
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
行
政
管
轄
区
に

よ
り
ま
す
が
、﹁
地
域
介
護
・

福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
交

付
金
﹂
や
、
テ
レ
ワ
ー
ク
し
や

す
い
た
め
の
﹁
新
し
い
生
活
様

式
に
対
応
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

支
援
事
業
﹂
の
給
付
も
あ
る
と

の
こ
と
。
こ
れ
ら
は
直
接
助
か

る
事
業
と
全
く
関
わ
ら
な
い
事

業
と
分
か
れ
ま
す
が
、
ま
あ
い

い
で
し
ょ
う
。
他
に
、
事
業
運

営
で
直
接
関
わ
る
﹁
家
賃
に
関

す
る
給
付
﹂﹁
融
資
の
優
待
﹂。

売
上
が
半
分
に
な
っ
た
こ
と
が

証
明
で
き
れ
ば
、
一
法
人
に
つ

き
２
０
０
万
円
の
﹁
持
続
化
給

付
金
﹂
な
ど
、
活
用
方
法
に
よ

っ
て
は
他
国
と
も
劣
ら
な
い
カ

バ
ー
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
は
な

っ
た
気
が
し
ま
す
。

　

た
だ
、
こ
れ
っ
て
私
た
ち
が

長
年
払
い
続
け
て
い
る
税
金
や

年
金
が
、
国
か
ら
﹁
緊
急
時
だ

か
ら
大
変
だ
よ
ね
﹂
と
支
給
は

さ
れ
ま
す
が
、
決
し
て
国
の
金

庫
か
ら
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
さ

れ
た
の
で
は
な
く
、
後
の
世
代

20
年
〜
30
年
先
に
ツ
ケ
を
回
す

か
、
も
し
く
は
来
年
以
降
の
年

金
や
税
金
で
じ
わ
じ
わ
と
し
わ

寄
せ
が
来
る
の
で
は
な
い
の
か

と
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
ば
か
り
で

す
。
そ
う
い
え
ば
、
昨
年
ま
で

よ
く
ニ
ュ
ー
ス
で
明
る
く
言
わ

れ
て
い
た
﹁
２
０
２
５
年
ま
で

に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒

字
化
︵
ゼ
ロ
︶﹂
っ
て
、
つ
い

に
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
し

ね
。
次
回
は
、
僕
ら
の
未
来
は

僕
ら
が
つ
く
る
。
若
者
の
傾
向

に
つ
い
て
介
護
視
点
で
分
析
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。︵
明

る
く
！
︶

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
協
会
︵
介
護
甲
子
園
︶

理
事 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
テ
ナ

ン
ト
支
援
ユ
ニ
ッ
ト
︵N

Y
C

 
T

enant Support U
nit

︶は
、

家
主
か
ら
嫌
が
ら
を
受
け
た

り
、
立
ち
退
き
を
迫
ら
れ
て
い

る
テ
ナ
ン
ト
や
、
住
宅
関
連
の

修
繕
が
必
要
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
民
を
支
援
し
て
い
る
。 

テ

ナ
ン
ト
支
援
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

が
対
象
地
域
で
積
極
的
な
支
援

活
動
を
行
う
。
同
サ
ー
ビ
ス
が

利
用
で
き
る
対
象
地
域
は
オ
ン

ラ
イ
ン
︵w

w
w

1.nyc.gov/
n

y
c-resou

rces/ten
an

t-
support-unit.page

︶ 

か

ら

確
認
で
き
る
。
対
象
地
域
に
在

住
で
、
家
主
の
嫌
が
ら
せ
、
家

賃
の
過
剰
請
求
、
立
ち
退
き
の

可
能
性
な
ど
、
住
宅
関
連
の
問

題
を
抱
え
て
い
る
場
合
は
電
話

２
１
２
・
３
３
１
・
６
２
３
６

︵
月
〜
金
曜
、
午
前
10
時
か
ら

午
後
６
時
ま
で
︶に
電
話
す
る
。　
　
　

情
報
元: N

Y
C

.gov 

住
宅
の
ト
ラ
ブ
ル

市
が
解
決
し
ま
す

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.dipaolafinancial.com/
http://www.terailaw.com
http://kkobo.com/
https://hls-global.com
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 本欄への相談は

●公益財団法人 
　海外子女教育振興財団（JOES）

　www.joes.or.jp
　【教育相談】

　E メール 
　sodanjigyo@joes.or.jp

　

２
月
初
旬
、
そ
の
頃
は
ま
だ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
に
関
し

て
は
中
国
に
限
ら
れ
た
も
の
と

の
意
識
が
大
方
の
人
の
考
え
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
私
は
ブ
ラ

ジ
ル
２
校
の
日
本
人
学
校
へ
の

出
張
が
あ
り
、
Ｊ
Ｆ
Ｋ
経
由
で

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
へ
向
か
い

ま
し
た
。
Ｊ
Ｆ
Ｋ
空
港
ま
で
は

国
内
航
空
会
社
で
も
あ
り
、
マ

ス
ク
着
用
の
お
願
い
の
ア
ナ
ウ

ン
ス
も
さ
れ
、
機
内
の
マ
ス
ク

着
用
率
ほ
ぼ
１
０
０
％
で
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
の
Ｊ
Ｆ
Ｋ
で
の
数
時
間
、
ブ

ラ
ジ
ル
へ
向
か
う
機
内
で
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
人
を
見

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。︵
ブ
ラ
ジ
ル
滞
在
中
、
私

は
東
洋
人
！
、
引
き
続
き
マ
ス

ク
の
着
用
無
し
で
過
ご
す
こ
と

と
し
ま
し
た
︶

　

そ
の
後
、
コ
ロ
ナ
は
世
界
中

で
猛
威
を
ふ
る
い
始
め
、
教
育

の
現
場
へ
も
今
ま
で
に
な
い
取

り
組
み
を
す
る
こ
と
を
強
い
て

き
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
マ
ス

ク
に
関
し
て
今
の
日
本
の
教
育

現
場
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

 

① 

幼
児
の
マ
ス
ク
着
用
︵
あ

る
幼
稚
園
教
諭
の
つ
ぶ
や
き
か

ら
︶

　

私
の
働
く
幼
稚
園
も
６
月
１

日
か
ら
分
散
登
園
が
始
ま
り
ま

し
た
。
１
日
２
・
５
時
間
、
そ

れ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
が
マ
ス

ク
を
し
て
暮
ら
す
の
は
結
構
し

ん
ど
い
な
…
。
感
染
予
防
が
大

事
で
す
か
ら
、
マ
ス
ク
が
不
要

と
は
言
い
ま
せ
ん
。
休
園
・
休

校
で
家
に
い
る
間
は
家
で
ず
っ

と
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
か
っ
た

人
が
多
い
の
で
は
？ 

長
時
間

と
な
る
と
、
耳
が
痛
く
な
っ
た

り
、
蒸
れ
て
暑
く
な
っ
た
り
。

熱
中
症
も
心
配
な
の
で
、
子
ど

も
に
﹁
外
し
た
い
﹂
と
言
わ
れ

た
ら
、
外
さ
せ
て
あ
げ
た
い
と

い
う
の
が
正
直
な
感
想
で
す
。

　

マ
ス
ク
し
た
ま
ま
、
ち
ょ
っ

と
外
で
走
っ
て
遊
ぼ
う
も
の
な

ら
…
も
う
暑
い
。汗
だ
く
だ
し
、

顔
が
火
照
る
子
ど
も
た
ち
。
水

分
補
給
を
促
し
ま
く
り
で
す
。

私
の
働
く
園
で
は
教
職
員
は
マ

ス
ク
着
用
、
子
ど
も
は
保
護
者

判
断
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
じ

よ
う
な
対
応
の
園
や
学
校
も
多

い
と
聞
き
ま
す
。
園
や
学
校
か

ら
子
ど
も
の
マ
ス
ク
着
用
を
推

奨
さ
れ
て
い
る
な
ら
と
も
か
く

保
護
者
判
断
と
さ
れ
て
い
る
場

合
で
子
ど
も
に
﹁
マ
ス
ク
を
外

さ
な
い
で
欲
し
い
﹂
と
思
っ
て

い
る
保
護
者
は
子
ど
も
が
マ
ス

ク
を
外
し
た
く
な
ら
な
い
よ
う

な
工
夫
が
必
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
耳
が
痛
く
な
ら
な
い
バ
ン

ド
を
使
う
と
か
…
。
何
重
も
の

ガ
ー
ゼ
マ
ス
ク
を
避
け
る
と
か

…
。
と
は
い
え
、
熱
中
症
対
策

は
自
分
も
含
め
て
、
本
当
に
ど

う
し
た
ら
よ
い
も
の
か
。

② 

給
食
開
始
に
向
け
て
︵
あ

る
小
学
校
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
か

ら
︶

　

給
食
時
に
マ
ス
ク
を
外
す
時

に
は
、
ゴ
ム
や
ひ
も
を
つ
ま
ん

で
外
し
、
な
る
べ
く
表
面
に

触
ら
な
い
よ
う
指
導
す
る
こ

と
。
ま
た
、
外
し
た
マ
ス
ク
は

ポ
ケ
ッ
ト
や
カ
バ
ン
に
そ
の
ま

ま
入
れ
ず
、
内
側
に
折
り
た
た

ん
で
保
管
用
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

入
れ
、
清
潔
に
保
つ
こ
と
。
ト

レ
ー
と
の
間
に
少
し
挟
む
状
態

で
置
く
と
落
ち
な
い
。︵
ビ
ニ

ー
ル
や
布
な
ど
を
忘
れ
た
場
合

は
、
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
の
上

に
置
く
。
ト
レ
ー
の
上
に
は
置

か
な
い
︶

　

日
本
は
冬
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
な
ど
の
感
染
症
の
予
防
の
た

め
、
ま
た
春
先
か
ら
は
花
粉
症

対
策
の
た
め
に
、
か
な
り
の
人

が
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
こ

と
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
コ
ロ
ナ

の
蔓
延
を
受
け
て
、
マ
ス
ク
の

着
用
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。
都
内
の
学
校
・

園
も
６
月
に
入
り
分
散
登
校
が

始
ま
り
、
今
朝
も
登
校
す
る
子

供
た
ち
の
様
子
を
見
る
と
、
き

っ
ち
り
と
着
用
し
て
い
る
小
学

生
、
や
や
か
っ
こ
を
つ
け
て
乱

れ
た
感
じ
で
着
用
し
て
い
る
男

子
中
学
生
な
ど
を
含
め
マ
ス
ク

着
用
率
は
１
０
０
％
で
し
た
。

　

日
本
の
教
育
現
場
で
は
、
学

習
面
の
み
な
ら
ず
、
生
活
面
へ

も
先
生
方
の
指
導
が
か
な
り
入

り
ま
す
。
帰
国
さ
れ
た
保
護
者

と
学
校
と
の
ト
ラ
ブ
ル
と
し

て
、
こ
の
生
活
面
の
指
導
に
関

す
る
保
護
者
と
先
生
方
と
の
考

え
方
の
違
い
に
起
因
す
る
こ
と

が
み
ら
れ
ま
す
。
① 

幼
稚
園

の
先
生
も
悩
ん
で
い
ま
す
。
② 

小
学
校
の
先
生
も
き
っ
ち
り
細

か
く
指
導
を
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
幼
稚
園
の
先
生
も
小
学

校
の
先
生
も
そ
し
て
保
護
者
の

皆
様
も
一
番
大
切
に
し
た
い
点

は
、
子
供
た
ち
の
安
全
で
す
。

こ
の
こ
と
は
日
本
で
も
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
も
変
わ
り
は
な
い
は

ず
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
、
家
庭
で

も
教
育
の
場
で
も
コ
ロ
ナ
に
打

ち
勝
つ
た
め
の
新
し
い
取
り
組

み
が
今
、求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。　

余
談
と
な
り
ま
す
が
、
先
の
給

食
マ
ニ
ュ
ア
ル
内
の
残
念
な

︵
？
︶
指
導
項
目
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
載
せ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。﹁
配
膳
に
よ
る
感
染

リ
ス
ク
を
へ
ら
す
た
め
、
当
面

の
間
、
お
か
わ
り
は
実
施
し
な

い
﹂
と
の
こ
と
で
す
。

日本の教育現場での
マスク事情
海外子女教育振興財団 

後藤彰夫 教育相談員

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
22
日
、

経
済
再
開
の
フ
ェ
ー
ズ
２
に
入

っ
た
。
次
の
活
動
が
解
禁
と
な

る
。
こ
れ
に
よ
り
15
万
人
か
ら

30
万
人
が
業
務
に
復
帰
す
る
見

込
み
と
な
る
。
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

ク
、
店
内
で
の
小
売
り
、
ヘ
ア

サ
ロ
ン
、
理
髪
店
、
店
外
で
の

飲
食
︵
ア
ウ
ト
ド
ア
ダ
イ
ニ
ン

グ
︶、
自
動
車
販
売
︵
リ
ー
ス
、

営
業
︶、
商
業
ビ
ル
の
運
営
、

不
動
産
業
︵
賃
貸
、
清
掃
︶。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
開
店
の
基

本

原

則

と

し

て
、

安

全

の

徹

底
、

他

者

と

一

定

距

離

の

確

保
、

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

︵
８
８
８
・
７
２
７
・
４
６
９
２
︶

の
活
用
、
レ
ス
ト
ラ
ン
開
店

︵
ア
ウ
ト
ド
ア
ダ
イ
ニ
ン
グ
︶

の
た
め
の
ル
ー
ル
確
認
、
店

先
の
道
路
︵
サ
イ
ド
ウ
ォ
ー

ク
︶
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

場
合
は
、
人
が
往
来
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
ま

た
、
道
路
上
で
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
場
合
に
は
、
歩
道
と
の

境
界
に
バ
リ
ケ
ー
ド
や
プ
ラ
ン

タ
ー
を
配
置
す
る
。
こ
れ
ら
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に

は
、
自
己
申
告
形
式
で
届
出
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
届
け
出
の

申
請
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト w
w

w
1.nyc.gov/htm

l/
dot/h

tm
l/pedestrian

s/
open

restau
ran

ts.sh
tm

l 

を
参
照
す
る
。︵
Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
はplazas@

dot.nyc.
gov 

︶。

　

ビ
ー
チ
は
７
月
１
日
解
禁

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
は
、
７
月

１
日
︵
水
︶
か
ら
市
内
ビ
ー
チ

の
海
水
浴
場
に
お
け
る
水
泳
を

解
禁
す
る
。
23
日
、
デ
ブ
ラ
シ

オ
市
長
が
発
表
し
た
。

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
と
ロ
ン

グ
ア
イ
ラ
ン
ド
が
第
３
段
階
に

　

23
日
か
ら
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
を
含
む
ミ
ッ
ド
・
ハ
ド
ソ

ン
地
域
が
再
開
の
第
３
段
階

へ
、
24
日
か
ら
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
地
域
も
第
３
段
階
へ
移
行

し
た
。
同
地
区
は
社
会
的
距
離

を
取
り
レ
ス
ト
ラ
ン
店
内
で
の

接
客
が
可
能
に
な
っ
た
。

15
万
人
か
ら
30
万
人

職
場
に
復
帰
の
見
込
み

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
２
度
、
大

好
き
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
地
で

日
本
人
の
方
々
に
講
演
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ま
さ
に
、
３
度
目
の
講
演
を
準

備
し
て
い
る
最
中
に
、
こ
の
コ

ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
た

の
で
す
。

　

今
回
の
﹁
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
万
が
一
、

罹
患
し
て
入
院
し
て
し
ま
う
と

面
会
謝
絶
と
な
り
、
最
後
の
お

別
れ
さ
え
で
き
な
い
現
実
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
他
人
事

で
あ
っ
た
終
活
、
生
前
整
理
が
、

高
齢
者
の
も
の
だ
け
で
な
い
の

だ
と
い
う
こ
と
を
、
若
い
方
々

ク
﹂
と
も
い
え
る
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
全
世
界
へ
の
広
が
り
を
経

験
し
、
私
た
ち
の
人
生
観
が
大

り
重
要
に
な
っ
た
と
言
い
換
え

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
こ
ん
ま
り
さ

ん
が
ブ
レ
イ
ク
し
た
よ
う
に
、

日
本
で
も
コ
ロ
ナ
シ
ョ
ッ
ク
で

さ
ら
に
﹁
片
づ
け
﹂
が
注
目
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
在
宅
ワ
ー
ク

が
増
え
、
自
宅
に
い
る
時
間
が

も
含
め
全
世
代
が
痛
感
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
た
ち
人
間
は
、
こ
の
辛
い

経
験
を
経
て
何
か
を
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

普
段
か
ら
自
分
の
生
き
方
や
大

切
な
思
い
を
自
分
自
身
で
ま
と

め
る
癖
を
つ
け
、
周
り
の
人
に

共
有
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
に

な
り
ま
し
た
。﹁
よ
り
よ
く
生

き
る
た
め
の
生
前
整
理
﹂
が
よ

多
く
な
っ
た
こ
と
を
プ
ラ
ス
に

変
え
、
先
ず
は
、﹁
よ
り
よ
く

生
き
る
た
め
の
片
づ
け
﹂
を
始

め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

し
か
し
、
今
必
要
な
片
づ
け
は

こ
れ
ま
で
の
片
づ
け
と
は
少
し

意
味
合
い
が
変
わ
り
ま
し
た
。

﹁
快
適
に
暮
ら
す
か
ら
﹂
か
ら

﹁
よ
り
よ
く
生
き
る
﹂
と
い
う

方
に
重
き
が
置
か
れ
た
の
で

す
。

　

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
に
、

先
ず
、﹁
財
産
リ
ス
ト
﹂﹁
連
絡

先
リ
ス
ト
﹂﹁
病
歴
リ
ス
ト
﹂

だ
け
は
自
身
で
作
成
し
て
お
き

ま
し
よ
う
。
こ
の
リ
ス
ト
が
あ

れ
ば
、
最
低
限
、
自
分
自
身
が

困
っ
た
り
、
自
分
の
大
切
な
人

に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
が
減
り

ま
す
。
入
院
し
て
し
ま
っ
た
際

に
、﹁
お
母
さ
ん
、
ど
こ
に
口

座
が
あ
る
の
？
﹂﹁
い
つ
も
遊

び
に
来
て
い
た
方
の
連
絡
先

は
？
﹂
な
ど
と
い
う
、
膨
大
な

検
索
作
業
を
大
切
な
家
族
に
強

い
る
こ
と
が
な
く
な
る
の
で

す
。
い
き
な
り
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
を
書
く
の
は
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
リ
ス
ト
な
ら
﹁
入

院
し
た
時
の
為
に
﹂
作
成
し
て

お
く
の
だ
と
思
え
ば
、
ハ
ー
ド

ル
が
一
気
に
下
が
り
ま
す
。
リ

ス
ト
が
出
来
上
が
っ
た
ら
、
そ

れ
を
家
族
に
見
せ
る
の
で
は
な

く
﹁
リ
ス
ト
化
し
て
〇
〇
に
置

い
て
い
る
﹂
こ
と
だ
け
家
族
に

共
有
し
ま
し
ょ
う
。
〇
〇
は
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

中
で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
の

で
、
そ
の
際
は
、
ど
こ
か
に
解

除
パ
ス
ワ
ー
ド
だ
け
は
書
き
残

し
て
く
だ
さ
い
。

　

大
事
な
リ
ス
ト
が
出
来
上
が

っ
た
ら
、
家
の
中
の
﹁
今
、
使

わ
な
い
も
の
﹂
に
少
し
づ
つ
、

お
別
れ
を
し
ま
し
ょ
う
。
家
の

中
に
新
鮮
で
よ
い
空
気
を
入
れ

る
た
め
に
、
掃
除
が
し
や
す
い

よ
う
に
す
る
た
め
と
考
え
る
と

取
り
組
み
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

大
切
な
情
報
を
リ
ス
ト
化
し

て
、
家
の
中
に
澄
ん
だ
空
気
を

取
り
入
れ
る
だ
け
で
、
皆
様
の

心
の
免
疫
力
が
上
が
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
さ
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

や
ま
ぐ
ち
・
さ
と
み
＝
6
年
間

の
旅
行
会
社
勤
務
の
の
ち
転
業

し
、１
９
９
７
年
事
務
所
開
設
。

現
在
創
業
24
年
目
で
、
女
性
代

表
最
大
の
司
法
書
士
法
人
と
し

て
、
総
勢
１
０
０
名
で
日
本
全

国
10
拠
点
に
展
開
。﹁
法
律
業

を
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
業
へ
﹂
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
依
頼
者

に
寄
り
添
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
展

開
。
著
書
12
冊
。
講
演
活
動
は

年
間
70
回
以
上
。

https://m
bp-japan.com

/
tokyo/cosm

o/

提

供
・

マ

イ

ベ

ス

ト

プ

ロ

https://m
bp-japan.com

/  

協
力
・
マ
イ
イ
ベ
ン
ト
Ｕ
Ｓ
Ａ

w
w

w
.m

yeventusa.com

﹁
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
片
づ
け
﹂
で

心
の
免
疫
力
ア
ッ
プ
！

司
法
書
士
・
行
政
書
士
　
山
口
里
美

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
に
人
が

戻
っ
て
き
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
屋
外
で
の
着
席
サ
ー
ビ
ス
が

可
能
と
な
り
、
ヘ
ア
サ
ロ
ン
で

も
営
業
が
可
能
に
な
っ
た
。
た

だ
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
客
入
り

は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
で
も

ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
。
学
生
の

街
グ
リ
ニ
ッ
チ
ビ
レ
ッ
ジ
は
夏

休
み
で
、
な
お
か
つ
コ
ロ
ナ
で

学
生
が
寮
か
ら
出
て
い
て
い
な

い
た
め
、
通
り
は
閑
散
と
し
て

い
て
閉
め
て
い
る
店
も
多
い
。

ま
た
、
観
光
客
が
市
内
に
い
な

い
た
め
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の

劇
場
に
隣
接
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン

街
も
閑
古
鳥
が
鳴
い
て
い
た
。

で
は
、
ど
こ
が
賑
わ
っ
て
い
た

か
と
い
う
と
住
宅
街
の
レ
ス
ト

ラ
ン
だ
。
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト

サ
イ
ド
も
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ド
も

住
宅
街
に
隣
接
し
た
レ
ス
ト
ラ

ン
は
ど
こ
も
常
連
と
思
し
き
客

で
賑
わ
っ
て
い
た
。
レ
ス
ト
ラ

ン
解
禁
は
エ
リ
ア
に
よ
っ
て

明
暗
が
は
っ
き
り
分
か
れ
た
。

︵
22
日
、
写
真
・
三
浦
良
一
︶

街
に
人
が
戻
っ
て
き
た

住
宅
街
の
レ
ス
ト
ラ
ン
常
連
客
で
賑
わ
う

昼時は普段と変わらない人出が見られた６番街 47 丁目付近（22 日）

マスク・フェイスガードをして仕事をする
（49 丁目の日系ヘアサロン、モモタローで）

歩
道
に
テ
ー
ブ
ル
を
出
し
た
屋
外
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事

を
楽
し
む
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
︵
マ
ジ
ソ
ン
街
近
く
で
︶

http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
https://mbp-japan.com/
https://mbp-japan.com/
https://mbp-japan.com/
https://mbp-japan.com/
http://www.myeventusa.com
http://www.myeventusa.com
http://www.myeventusa.com
https://mbp-japan.com/tokyo/cosmo/
https://www1.nyc.gov/html/dot/html/pedestrians/openrestaurants.shtml
mailto:plazas@dot.nyc.gov
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
で
、
誰
よ
り
も
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
を
愛
す
る
ド
ム
・
ジ
ェ
ル

バ
シ
氏
。
当
時
働
い
て
い
た
会

社
の
倒
産
が
、
世
界
中
か
ら
の

観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ツ
ア

ー
﹁
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
・
ツ
ア
ー
ズ
﹂
を

２
０
１
１
年
に
立
ち
上
げ
る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

失
業
し
て
無
気
力
だ
っ
た

時
、
ギ
リ
シ
ヤ
や
自
身
の
ル
ー

ツ
で
あ
る
シ
シ
リ
ア
の
さ
ま

ざ
ま
な
工
房
で
見
た
職
人
芸
に

魅
せ
ら
れ
た
。
旅
先
で
見
た
よ

う
な
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
も
の
づ

く
り
の
現
場
を
多
く
の
人
に
紹

介
し
た
い
と
、
ネ
ッ
ト
で
見
つ

け
た
工
房
を
渡
り
歩
き
、
ツ
ア

ー
を
組
み
立
て
た
。
検
査
官
と

間
違
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
す

ぐ
に
経
営
者
と
話
せ
た
こ
と

も
、
ツ
ア
ー
作
り
に
役
立
っ
た

と
笑
う
。
最
近
は
、
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
で
生
き
る
﹁
人
﹂
に
焦
点

を
当
て
た ”

M
akin’ It” 

と

い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
シ
リ
ー
ズ

を
始
め
た
。
視
聴
は
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ツ
ア

ー
ズ
︵M

ade in B
rooklyn 

T
ours

︶
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

ペ
ー
ジ
か
ら
。︵
須
能
玲
奈
︶

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
も
カ
バ
ー
し
て
い
な
い

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
知
ら
れ
ざ
る
魅
力
の
伝
道
師

　

ダ
ン
サ
ー
の
西
岡
翼
さ
ん

︵
26
︶
は
、
日
本
で
も
特
に
歴

史
が
あ
り
、
国
内
外
で
活
躍
す

る
ダ
ン
サ
ー
を
排
出
し
て
い
る

埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー
ル
で

3
位
入
賞
や
、
海
外
で
も
有
名

な
Ｎ
Ｂ
Ａ
バ
レ
エ
団
の
公
演
に

も
出
演
し
た
の
ち
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
へ
活
動
の
場
を
移
し
た
。

現
在
、
複
数
の
カ
ン
パ
ニ
ー
に

所
属
し
て
ダ
ン
サ
ー
、
振
付

家
、
指
導
者
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。

　

﹁
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
世
の
中
が
一
変
し
、
ア
メ
リ

カ
で
は
差
別
問
題
で
人
々
が
荒

れ
て
大
変
な
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
精
神
を
落
ち
つ
か
せ
、
癒

し
て
く
れ
る
芸
術
が
必
要
だ
﹂

と
思
っ
て
い
る
。
そ
ん
な
思
い

で
、
活
動
を
続
け
て
い
る
日
本

人
ダ
ン
サ
ー
が
い
る
こ
と
を
知

っ
て
欲
し
い
と
編
集
部
に
連
絡

し
て
き
た
。

　

大
阪
生
ま
れ
、
千
葉
育
ち
。

小
さ
い
時
か
ら
踊
る
の
が
好
き

で
、
小
学
校
１
年
の
時
に
妹
の

バ
レ
エ
教
室
を
見
学
し
て
魅
了

さ
れ
た
。
市
川
市
の
大
杉
芸
術

学
園
で
バ
レ
エ
を
初
め
、
そ
の

後
、
ア
ト
リ
エ
ド
ゥ
バ
レ
エ
フ

ェ
リ
に
移
る
。
有
明
教
育
芸
術

短
期
大
学
芸
術
教
養
学
科
舞
踊

コ
ー
ス
卒
業
、
山
田
あ
つ
こ
、

清
水
フ
ミ
ヒ
ト
に
師
事
し
た
。

　

身
長
１
５
７
セ
ン
チ
と
小
柄

だ
。
日
本
の
バ
レ
エ
の
世
界
で

生
き
て
行
く
に
は
身
長
が
足
り

な
か
っ
た
。
自
分
を
表
現
で
き

る
場
所
が
ど
こ
な
の
か
。
迷
っ

て
い
た
学
生
時
代
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
ア
ル
ビ
ン
・
エ
イ
リ
ー
・

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
の
サ
マ
ー

ス
ク
ー
ル
を
恩
師
の
清
水
が
勧

め
た
。
怖
く
て
興
味
も
な
か
っ

た
が
、
大
学
を
出
て
社
会
人
に

な
る
時
に
踊
り
の
世
界
に
進
む

こ
と
を
決
め
、
受
験
し
た
。
高

校
の
時
か
ら
名
前
だ
け
は
知
っ

て
い
た
の
で
合
格
通
知
が
来
た

時
は
嬉
し
か
っ
た
。
そ
こ
で
黒

人
の
身
体
能
力
、
バ
ネ
の
凄
さ

を
見
て
、
身
長
が
低
い
事
は
こ

の
ア
メ
リ
カ
で
武
器
に
な
る
こ

と
を
知
っ
た
。
一
旦
帰
国
し
て

１
年
間
準
備
を
進
め
て
ス
カ
ラ

シ
ッ
プ
を
取
っ
て
再
渡
米
。
一

番
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
作
品

ロ
バ
ー
ト
・
バ
ト
ル
の
﹁
バ
ト

ル
フ
ィ
ー
ル
ド
﹂
を
リ
ン
カ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
踊
っ
た
時
。
客

MEN’S COLUMN
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

ダンサー

西岡 翼さん（26）

弱
点
は
武
器
に
な
る

Made in Brooklyn Tours
www.madeinbrooklyntours.com/

フェイスブック：
@MadeInBrooklynTours

ド
ム
・
ジ
ェ
ル
バ
シ
さ
ん

　

Ｎ
Ｙ
州
パ
ー
チ
ェ
ス
を
拠
点

と
す
る
大
手
飲
料
会
社
ペ
プ
シ

コ
は
17
日
、
人
種
差
別
の
歴
史

を
象
徴
し
て
い
る
と
い
う
批
判

を
受
け
、
同
社
の
ブ
ラ
ン
ド
商

品
で
あ
る
パ
ン
ケ
ー
キ
・
ミ
ッ

ク
ス
や
シ
ロ
ッ
プ
の
﹁
ア
ン

ト
・
ジ
ャ
ミ
マ
﹂
の
商
品
名
と

ロ
ゴ
を
変
更
す
る
こ
と
を
発
表

し
た
。

　

１
３
０
年
以
上
に
わ
た
っ
て

米
国
人
家
庭
の
定
番
と
な
っ
て

い
る
同
商
品
の
ロ
ゴ
の
イ
ラ
ス

ト
は
、
白
人
家
庭
で
働
く
フ
レ

ン
ド
リ
ー
な
黒
人
女
性
の
使
用

人
を
思
わ
せ
る
、
と
い
う
声
が

ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・
マ
タ

ー
︵
Ｂ
Ｌ
Ｍ
︶
運
動
の
拡
大
で

主
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
高
ま
っ
て
い

た
。
同
社
傘
下
の
北
米
ク
エ
ー

カ
ー
オ
ー
ツ
社
、
ク
リ
ス
テ
ィ

ン
・
ク
ロ
ー
プ
フ
ル
副
社
長
は

﹁
ア
ン
ト
・
ジ
ャ
ミ
マ
の
原
点

は
人
種
的
な
固
定
観
念
が
基
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
商

品
価
値
を
確
立
し
消
費
者
の
声

に
対
応
す
る
よ
う
、
人
種
的
平

等
を
推
奨
す
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

の
一
環
と
し
て
製
品
ラ
イ
ン
を

見
直
す
必
要
が
あ
る
﹂
と
声
明

で
伝
え
て
い
る
。
し
か
し
テ
キ

サ
ス
州
の
Ｋ
Ｌ
Ｔ
Ｖ
局
の
ニ
ュ

ー
ス
は
19
日
、
同
州
フ
ォ
ー
ニ

ー
在
住
の
ヴ
ェ
ラ
・
ハ
リ
ス
さ

ん
が
、
同
商
品
の
モ
デ
ル
に

１
９
２
５
年
に
選
ば
れ
た
は
と

こ
に
当
た
る
故
リ
リ
ア
ン
・
リ

チ
ャ
ー
ド
さ
ん
は
、
ク
エ
ー
カ

ー
オ
ー
ツ
社
に
採
用
さ
れ
た
こ

と
を
誇
り
に
思
っ
て
い
た
、
と

話
す
様
子
を
伝
え
た
。
ハ
リ
ス

さ
ん
﹁
良
い
こ
と
で
も
悪
い
こ

と
で
も
、
こ
れ
は
米
国
の
歴
史

で
あ
る
﹂
話
し
て
い
る
。

席
が
４
階
ま
で
迫
り
、
拍
手
に

呑
み
込
ま
れ
る
と
い
う
と
い
う

こ
と
を
実
感
し
た
。

　

い
つ
か
自
分
の
カ
ン
パ
ニ
ー

を
持
っ
て
や
り
た
か
っ
た
作
品

を
ど
ん
ど
ん
発
表
し
て
い
き
た

い
。
色
々
ア
イ
デ
ィ
ア
を
書
き

留
め
た
ノ
ー
ト
が
あ
る
。
そ
れ

を
全
て
作
品
に
で
き
た
ら
と
思

う
と
心
も
踊
る
。
コ
ン
テ
ン
ポ

ラ
リ
ー
ダ
ン
ス
、
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
の
聖
地
ジ
ョ
イ
ス
・
シ
ア
タ

ー
の
舞
台
に
い
つ
か
立
つ
こ
と

を
夢
見
て
。
唯
一
無
二
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
ス
テ
ー
ジ
で
存
在

感
の
あ
る
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た

い
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
も
大
好

き
で
い
つ
か
挑
戦
し
た
い
。
自

分
の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
は
武

器
に
な
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
た
い
。
絶
対
に
チ
ャ
ン
ス

は
あ
る
ん
だ
と
。
そ
れ
は
自
分

に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
言
葉
で

も
あ
る
。︵
三
浦
良
一
記
者
、

写
真
・
本
人
提
供
︶

老
舗
シ
ロ
ッ
プ
改
名

黒
人
使
用
人
を
連
想
さ
せ
る

拍
手
に
呑
み
込
ま
れ
る
感
動

ダ
ン
ス
で
生
き
る
人
生
決
意

http://www.madeinbrooklyntours.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://www.aozoragakuen.com/
http://www.jwsny.org
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現

在

日

本

ク

ラ

ブ

は

C
O

V
ID

-19

に

よ

る

規

制

を
受
け
臨
時
休
館
し
て
い
る

が
、
休
館
中
も
会
員
制
ク
ラ

ブ
な
ら
で
は
の
活
動
を
続
け

て
い
る
。
﹁Let’

s Support 
C

O
V

ID
-19 Fighters! 

〜
Ｎ

Ｙ
の
医
療
チ
ー
ム
に
お
弁
当
を

届
け
よ
う
！
﹂
と
名
付
け
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
ク
ラ
ブ
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商
工
会
議
所
が

懸
け
橋
と
な
り
企
業
各
社
と
米

国
日
本
人
医
師
会
の
協
力
を
得

て
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
イ
ン
で
ウ
イ

ル
ス
と
戦
う
医
療
従
事
者
へ
お

弁
当
の
差
し
入
れ
を
行
う
も
の

で
、
現
在
は
マ
ウ
ン
ト
・
サ
イ

ナ
イ
病
院
、
ア
ル
バ
ー
ト
・
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
・
モ
ン
テ
フ

ィ
オ
ー
レ
・
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
、
Ｎ
Ｙ
プ
レ
ス
ビ
テ
リ
ア

ン
病
院
な
ど
10
か
所
へ
毎
週

２
６
０
食
の
お
弁
当
を
配
達
し

て
い
る
。
そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
心
と
な
る
日
本
ク
ラ
ブ
の

厨
房
で
陣
頭
指
揮
を
取
る
の
が

安
陵
︵
や
す
お
か
︶
秀
樹
総
料

理
長
。
﹁
ア
メ
リ
カ
人
で
も
食

べ
ら
れ
る
日
本
食
を
テ
ー
マ

に
、
魚
・
お
肉
・
お
野
菜
と
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
で

あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
目
に
も

美
し
い
盛
り
付
け
で
日
本
料
理

を
堪
能
し
て
頂
け
る
よ
う
工
夫

し
ま
し
た
。
少
し
で
も
医
療
従

事
者
の
方
々
の
疲
れ
が
軽
減
さ

れ
て
、
明
る
い
気
持
ち
に
な
っ

て
頂
け
た
ら
嬉
し
い
﹂と
語
る
。

今
号
で
は
そ
の
安
陵
総
料
理
長

お
す
す
め
の
﹁
鶏
海
老
つ
く
ね

焼
き
﹂
を
ご
紹
介
。
基
本
の
つ

く
ね
を
元
に
、
小
さ
く
丸
め
て

つ
く
ね
だ
ん
ご
に
し
た
り
、
大

き
目
の
小
判
形
に
ま
と
め
て
ハ

ン
バ
ー
グ
風
に
、
和
風
だ
し
で

季
節
の
野
菜
と
煮
た
り
、
し
い

た
け
に
詰
め
て
焼
い
た
り
、
餃

子
に
し
た
り
と
様
々
な
ア
レ
ン

ジ
が
楽
し
め
る
一
品
で
、
覚
え

て
お
く
と
重
宝
す
る
こ
と
間
違

い
な
し
の
レ
シ
ピ
だ
。﹁
こ
の

レ
シ
ピ
を
参
考
に
一
度
作
っ
て

み
て
、
自
分
好
み
の
つ
く
ね
に

し
て
頂
き
、
色
々
な
料
理
に
活

用
し
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で

す
﹂。

簡
単
に
作
れ
る
鶏
海
老
つ
く
ね
焼
き
＆
ア
レ
ン
ジ
の
数
々

＜作り方＞
１ 生姜、ニンニク、タマネギ 、人参、

ゴボウをみじん切りにしてフライパン
にごま油を入れて中火でソテーする。
しんなりとしたら火を止めて冷ます。

２ ボールに鶏ひき肉、海老ミンチ、味噌、
醤油、味醂、入れて練り込む。その後
冷ました上記１の材料を入れて混ぜ合
わせ、最後に片栗粉を入れて混ぜる。

３ フライパン（ノンスティックパンが
お勧め）にオイルを入れて８０g 〜
１００g にまとめた鶏海老つくねの両
面をさっと焼く（中はレアでOK）。バッ
トにシリコンパットを敷いてオーブン
華氏 375 度 に約 10 分入れて出来上が
り。蒸す場合は、強火で７〜 8 分で完
成。お好みで大根おろしポン酢、酢醤
油、バルサミコ酢などで食べる。

＜応用編＞
陣笠焼き（しいたけつくね詰め焼き）は
石づきを切り取ったしいたけの裏面につ
くねを詰め、バットにシリコンパットを
敷いてオーブン華氏 375 度で約 10 分焼い
て出来上がり。揚げ物にする場合は一度
蒸したつくねを冷ましてから小麦粉、卵、
パン粉をつけてフライに、和食では小麦
粉、卵白、ゴマをつけて揚げると香ばし
くて美味しい利休揚げになります。茶人
である千利休がゴマを使った料理を好ん
だことから名付けられた言い伝えがあり
ます。餃子の皮で包んでも一味違ったあっ
さりとした味に仕上がります。また冬季
にはつくね鍋にしても美味しく召し上が
れます。

鶏ひき肉 500g（もも肉
が望ましいが胸肉でも
良い）
海老ミンチ 100g（エビ
の背腸を取ってから包
丁で叩く）
味噌 10g、醤油 ５cc、

味醂 10cc、片栗粉 ５g
生姜 30g・ニンニク２
片・タマネギ１/ ４個・
にんじん１/ ４本・ゴボ
ウ１/ ４本（以上全てみ
じんぎり）、ごま油・カ
ノーラオイル　少々

＜材料＞　2 人分

3

http://jmart-usa.com/en/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
https://artofhaiku.org/
https://kikkomanusa.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ダ
ン
サ
ー

と
し
て
米
国
の
ジ
ョ
ン
・
レ
ー

ラ
ー
・
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
、

に
所
属
し
て
公
演
活
動
を
続

け
て
い
る
大
野
葵
さ
ん
︵
28
︶

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
神
奈
川
県

伊
勢
原
市
で
３
歳
か
ら
ク
ラ
シ

ッ
ク
バ
レ
エ
を
始
め
た
。
16
歳

か
ら
執
行
︵
し
ぎ
ょ
う
︶
バ
レ

エ
ス
ク
ー
ル
で
執
行
伸
宜
氏
に

師
事
。
ダ
ン
ス
専
門
学
校
卒

業
後
、
芸
能
事
務
所
に
所
属
。

２
０
１
２
年
ド
ラ
マ
﹁
ビ
ュ
ー

テ
ィ
フ
ル
レ
イ
ン
﹂
に
バ
レ
エ

講
師
役
と
し
て
出
演
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
﹁
真
夏
の
夜
の
夢
﹂
で

は
、リ
ー
ド
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
、

ま
た
郡
司
企
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

﹁
東
京
レ
ビ
ュ
ー
2
﹂
に
ゲ
ス

ト
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
立
て
続
け

に
出
演
し
た
。

　

し
か
し
自
分
の
進
む
べ
き
道

は
演
技
で
は
な
い
と
思
い
、
事

務
所
を
退
所
、
稲
吉
優
流
氏
の

も
と
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
し
な
が

ら
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
を
学
び
、
自

主
公
演
な
ど
に
主
要
キ
ャ
ス
ト

と
し
て
参
加
す
る
毎
日
が
続
い

た
。

　

次
第
に
日
本
で
は
本
格
的
に

学
ぶ
事
の
難
し
い
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
を
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に

な
り
、
２
０
１
４
年
渡
米
、
名

門
ア
ル
ビ
ン
・
エ
イ
リ
ー
・
ス

ク
ー
ル
で
奨
学
生
と
し
て
2
年

学
ん
だ
。
在
学
中
、
選
抜
生
徒

と
し
て
メ
ン
バ
ー
と
共
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ

ー
の
舞
台
に
立
っ
て
い
る
。

　

昨
年
春
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
、ジ
ョ
ン
・

レ
ー
ラ
ー
・
ダ
ン
ス
・
カ
ン
パ

ニ
ー
の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受

け
、
１
５
０
人
の
中
か
ら
合
格

者
５
人
の
一
人
に
選
ば
れ
入

団
。
メ
ン
バ
ー
と
し
て
年
間
を

通
し
て
ア
メ
リ
カ
国
内
か
ら
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
ツ
ア
ー
ま
で
参
加
。

ま
た
、
ア
ー
チ
・
バ
レ
エ
、
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
・
バ
レ
エ
に
お
い

て
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
所
属
。
主

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
の
公

演
に
参
加
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
シ
ア
タ
ー
も
リ
ハ

ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
も
ク
ロ
ー
ズ

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
の
で

復
活
後
を
見
越
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
リ
ハ
ー
サ
ル
な
ど
を
行
っ
て

い
る
毎
日
。
9
月
に
は
フ
ロ
リ

ダ
、
11
月
に
は
ド
イ
ツ
ツ
ア
ー

を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
々
の
夢
と
し
て
は
ジ
ョ

ン
・
レ
ー
ラ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と

と
も
に
ア
ジ
ア
ツ
ア
ー
、
日
本

ツ
ア
ー
を
す
る
こ
と
。
ま
た
将

来
的
に
日
本
か
ら
世
界
へ
飛
び

立
ち
た
い
ダ
ン
サ
ー
達
へ
サ
ポ

ー
ト
す
る
事
だ
。

　

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
サ
バ
イ

バ
ル
な
町
。
頑
張
ろ
う
と
い
う

気
持
ち
が
な
く
な
っ
た
時
、
も

う
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
る

意
味
が
な
く
な
る
よ
う
な
気
が

す
る
﹂。

 

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
・
本

人
提
供
︶

サ
バ
イ
バ
ル
な
街
Ｎ
Ｙ
に
生
き
る

 ダンサー

大野 葵さん

　

乳
が
ん
に
関
す
る
最
新
情
報

や
早
期
発
見
の
啓
発
活
動
を
行

う
非
営
利
団
体
の
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
27
日
︵
土
︶
午
後
８

時
か
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ラ
イ
ブ
配
信
に
よ
る
第
３
回
Ｂ

Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
オ
ン
ラ
イ

ン
講
演
﹁
コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ

ス
と
う
ま
く
付
き
合
お
う
〜
が

ん
と
の
関
係
を
考
え
る
〜
﹂
を

開
催
す
る
。

　

講
師
に
日
本
国
外
務
省
診
療

所
、外
務
技
官
︵
精
神
科
医
師
︶

の
吉
田
常
隆
さ
ん
を
迎
え
て
、

前
半
は
﹁
ス
ト
レ
ス
に
関
す
る

こ
と
﹂、
後
半
は
﹁
ス
ト
レ
ス

対
処
法
に
関
す
る
こ
と
﹂
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
行
う
。
司
会
は

Ｆ
Ｃ
Ｉ-

Ｎ
Ｙ
キ
ャ
ス
タ
ー
の

久
下
香
織
子
さ
ん
。
質
疑
応
答

も
あ
る
。

　

視
聴
は
無
料
。
所
要
時
間

は
１
時
間
︵
講
演
40
分
、
質

疑
応
答
20
分
︶
を
予
定
。
問

い
合
せ
は
Ｅ
メ
ー
ル info@

bcnetw
ork.org 

ま
で
。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト https://bcnetw
ork.

org
/cn

4
3

/corn
er2

1
5

/
event.htm

l 

か
ら
。

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

コ
ロ
ナ
禍
の
ス
ト
レ
ス
と

う
ま
く
付
き
合
お
う

第
３
回
Ｂ
Ｃ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
は
毎
週
月

曜
、
午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時

30
分
ま
で
、
シ
ニ
ア
プ
ロ
グ
ラ

ム
メ
ン
バ
ー
︵
60
歳
以
上
︶
を

対
象
と
し
た
電
話
と
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
茶
話
会
を
開
催
し
て
い

る
。次
回
の
開
催
は
29
日︵
月
︶。

感
染
の
心
配
を
せ
ず
に
お
互
い

の
近
況
を
確
認
し
た
り
、
家
篭

り
を
楽
し
く
保
つ
コ
ツ
を
シ
ェ

ア
す
る
。

　

参

加

費

無

料
。

初

め

て

参
加
す
る
人
は
事
前
に
パ

ス

ワ

ー

ド

の

取

得

が

必

要
。

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル info@
jassi.org 

ま

で
。

参

加

方

法
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト 

https://jassi.org/ 

を
参
照
。

JASSIが29日

電話＆オンラインで
シニア対象の茶話会

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://jassi.org/
https://jassi.org/
https://jassi.org/
https://bcnetwork.org/cn43/corner215/event.html
https://bcnetwork.org/cn43/corner215/event.html
http://op-ed.jp
http://www.salon-oasis.net
http://www.ojfd.com
https://www.parkavesinusallergy.com/
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 BOOKS
　

美
容
家
の
佐
伯
チ
ズ
さ
ん
が

５
日
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
︵
筋
萎
縮
性
側

索
硬
化
症
︶
の
た
め
永
眠
さ
れ

た
。
76
歳
。
Ａ
Ｌ
Ｓ
は
現
代
医

学
で
は
ま
だ
治
療
法
が
見
出
さ

れ
て
い
な
い
難
病
で
、
手
足
・

の
ど
・
舌
の
筋
肉
や
呼
吸
に
必

要
な
筋
肉
が
だ
ん
だ
ん
や
せ
て

力
が
な
く
な
る
症
状
が
伴
う
、

原
因
不
明
の
神
経
変
性
疾
患
。

薬
物
療
法
な
ど
に
よ
り
進
行
を

遅
く
し
、
苦
痛
を
和
ら
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る

が
、完
治
さ
せ
る
方
法
は
な
い
。

　

ほ
ん
の
半
年
前
の
昨
年
12
月

に
は
、
佐
伯
チ
ズ
さ
ん
の
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
ブ
ロ
グ
﹁
願
え
ば
、

か
な
う
﹂
で
熊
本
や
大
分
、
広

島
で
は
２
０
０
０
人
を
前
に
講

演
会
を
し
た
報
告
や
、
そ
の
後

23
日
も
ク
リ
ス
マ
ス
の
挨
拶
と

と
も
に
﹁
京
都
で
打
ち
合
わ

せ
、
そ
の
ま
ま
名
古
屋
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
美
肌
塾
の

お
茶
会
で
し
た
！
﹂
と
日
本
全

国
を
巡
る
忙
し
い
な
が
ら
も
溌

剌
︵
は
つ
ら
つ
︶
と
し
た
日
常

を
報
告
し
て
い
た
。

　

し
か
し
今
年
３
月
、
ス
タ
ッ

フ
か
ら
の
お
知
ら
せ
と
し
て
Ａ

Ｌ
Ｓ
と
診
断
さ
れ
た
こ
と
を
公

表
。
そ
こ
に
は
数
分
ほ
ど
の
佐

伯
さ
ん
本
人
の
動
画
メ
ッ
セ
ー

ジ
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
す
で

に
口
が
動
き
に
く
そ
う
な
発
音

な
が
ら
も
、﹁
入
院
も
点
滴
も

し
た
こ
と
も
な
く
50
年
間
、
馬

車
馬
の
ご
と
く
頑
張
っ
て
き

た
。
働
き
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
に

注
意
し
て
、
健
康
が
あ
っ
て
こ

そ
の
キ
レ
イ
だ
と
い
う
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
。
そ
う
言
っ
て
き

た
人
間
が
こ
う
な
っ
て
し
ま
っ

て
申
し
訳
な
い
。
夢
は
薬
、
諦

め
は
毒
。
私
、
ま
だ
ま
だ
負
け

な
い
わ
よ
。
元
気
で
明
る
く
、

笑
顔
と
感
謝
を
忘
れ
な
い
で
﹂

と
こ
み
上
げ
る
感
情
を
こ
ら
え

な
が
ら
も
気
丈
に
語
り
、
最
後

に
深
々
と
頭
を
下
げ
て
い
る
。

　

そ
し
て
今
月
５
日
、
同
ブ
ロ

グ
に
お
い
て
ス
タ
ッ
フ
よ
り
佐

伯
さ
ん
の
永
眠
が
伝
え
ら
れ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
で
、

フ
ァ
ン
と
の
﹁
お
別
れ
の
会
﹂

も
ま
ま
な
ら
な
い
時
期
で
あ
る

こ
と
も
残
念
で
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
し
て
も
病
の
公
表
か
ら
旅

立
ち
ま
で
が
あ
ま
り
に
も
早

く
、
病
気
の
進
行
の
速
さ
が
う

か
が
え
る
。
あ
の
笑
顔
が
も
う

見
ら
れ
な
い
の
か
と
思
う
と
寂

し
い
限
り
だ
。

　

佐
伯
さ
ん
は
１
９
４
３
︵
昭

和
18
︶
年
、
満
州
国
新
京
生
ま

れ
。ゲ
ラ
ン
や
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・

デ
ィ
オ
ー
ル
な
ど
外
資
系
化
粧

品
会
社
を
定
年
退
職
後
、
執
筆

活
動
に
入
り
、
雑
誌
や
テ
レ

ビ
・
講
演
会
で
美
容
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
活
動
し
た
。
佐
伯

さ
ん
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ

て
も
化
粧
水
を
浸
し
た
コ
ッ
ト

ン
を
肌
に
貼
っ
て
染
み
込
ま
せ

る
﹁
ロ
ー
シ
ョ
ン
パ
ッ
ク
﹂
と

い
う
美
容
法
だ
。
低
コ
ス
ト
で

簡
単
な
３
分
間
の
パ
ッ
ク
は
、

少
し
で
も
美
容
に
興
味
の
あ
る

人
な
ら
一
度
は
聞
い
た
り
実
践

し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
か
く
い
う
私
も
室

内
の
乾
燥
が
厳
し
い
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
冬
に
佐
伯
式
の
美
肌
術

で
救
わ
れ
て
き
た
ひ
と
り
だ
。

　

佐
伯
さ
ん
は
Ａ
Ｌ
Ｓ
発
覚

後
、
症
状
が
進
行
し
て
い
く
な

か
で
も
﹁
夢
は
薬 

諦
め
は
毒
﹂

と
題
し
た
本
の
制
作
に
力
を
注

い
で
い
た
。
こ
の
本
は
彼
女
が

遺
言
と
し
て
残
し
た
い
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
33
の
言
葉
に
ま
と
め
た

も
の
で
、
７
月
９
日
に
宝
島
社

よ
り
刊
行
さ
れ
る
。﹁
私
に
は

ま
た
夢
が
一
つ
増
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
こ
の
Ａ
Ｌ
Ｓ
と
い
う

病
気
を
世
間
の
皆
さ
ま
に
も
っ

と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
最
新

の
医
療
技
術
を
以
っ
て
し
て

も
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
し
か
術

が
な
い
こ
の
病
気
を
た
く
さ
ん

の
方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
で

Ａ
Ｌ
Ｓ
の
治
癒
、
寛
解
と
い
う

希
望
の
光
が
こ
の
先
の
未
来
に

差
す
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
﹂

と
綴
っ
て
い
る
。
夢
や
目
標
を

実
現
し
て
き
た
佐
伯
さ
ん
が
す

べ
て
の
女
性
に
届
け
る
最
後
の

一
冊
。       

　︵
高
田
由
起
子
︶

 美容界のカリスマが綴った遺言　　　
佐伯チズ・著

宝島社・刊

■つむじまがりの神経科学講義（小倉明彦、晶文社）阪大
つむじまがり名誉教授が解説する、脳や脊髄など神経の成
り立ちと記憶のしくみ。神経科学を通じて、人間の学習、
行動、意思決定、感情、認知、記憶などを科学的根拠に基
づいてフシギと理解出来る本。認知症のメカニズムなど最
新研究も盛り込んだ、タメになる講義。■映画には「動機（ワ
ケ）」がある（町山智浩、集英社インターナショナル）カ
リフォルニア在住の映画評論家・ジャーナリストの著者が、
12 の映画に隠された「謎」について語る。2 年前に刊行
した「最前線の映画を読む」の第 2 弾として、2018 年か
ら 19 年にかけて作られた、アメリカ、メキシコ、ロシア、
ギリシャなどの映画の評論集。■世紀末の美神たち（高階
秀爾、青土社）19 世紀末に活躍した、ルノワール、マー
ラー、ロダンなどの天才芸術家たち。そのそばにはいつも
美しく聡明で奔放な女性たちがいた。近代芸術の黄金時代
に生きた情熱家たちの数奇な運命と、彼女たちの天才と生
きる歓びや苦悩、葛藤の人生をたどりながら、世紀末の風
景を描く。■明け方の若者たち（カツセマサヒコ、幻冬舎）
明大前で開かれた退屈な飲み会で出会った彼女に、一瞬で
恋をした。世界が彼女で満たされる一方で、社会人になっ
た僕は「こんなハズじゃなかった人生」に打ちのめされて
いく。2010 年代の東京、人生のマジックアワーを青々し
く描いた人気ウェブライターのデビュー小説。■きたきた
捕物帖（宮部みゆき、PHP 研究所）まだ下っ端の見習い岡っ引きの北一（16 歳）
は亡くなった千吉親分の本業だった文庫売りで生計を立てている。やがて相
棒・喜多次と出会い、事件や不思議な出来事を解き明かしていく。江戸は深川、
ふたりの「きたさん」が事件を通して成長していく人情味あふれる時代小説。 
■フィンランド人はなぜ午後４時に仕事が終わるのか（堀内都喜子、ポプラ
社）世界最年少 34 歳の女性首相誕生で注目のフィンランド。ヘルシンキは
ヨーロッパのシリコンバレーと呼ばれる一方で、2019 年にワークライフバ
ランス世界１位になっている。ゆとりのあるフィンランド流の働き方＆生き
方の秘訣とは。

( 書籍・資料協力：　紀伊國屋書店 NY 本店）

　

大
阪
大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
神
経
科
学
講
義
。﹁
最
前
線
の
映
画
を
読
む
﹂
の
第
２
弾
。

天
才
芸
術
家
と
生
き
た
女
た
ち
。
人
気
ウ
ェ
ブ
ラ
イ
タ
ー
の
デ
ビ
ュ
ー
小
説
。
ふ
た
り
の﹁
き

た
さ
ん
﹂が
事
件
を
通
し
て
成
長
す
る
時
代
小
説
。 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
流
ゆ
と
り
あ
る
生
き
方
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ジ
ョ
ン
・
ボ
ル
ト
ン
元
国
家

安
全
保
障
顧
問
が
ド
ナ
ル
ド
・

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
を
批
判
し

た
﹁T

he R
oom

 W
here 

It 
H

appened;　

ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
回
想
録
﹂
。
国
家
安
全
保

障
を
危
険
に
さ
ら
す
恐
れ
が
あ

る
と
し
て
出
版
差
し
止
め
を
要

求
し
た
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
訴
え

を
、
ワ
シ
ン
ト
ン
地
区
連
邦
地

裁
の
ロ
イ
ス
・
ラ
ン
バ
ー
ス
判

事
は
同
政
権
に
よ
る
出
版
差
し

止
め
が
そ
の
懸
念
に
対
す
る
適

切
な
措
置
で
あ
る
と
立
証
し
て

い
な
い
と
し
て
退
け
た
。

　

ボ
ル
ト
ン
元
国
家
安
全
保
障

顧
問
が
大
統
領
を
堕
落
し
て
無

能
だ
と
評
し
、
外
国
政
権
と
の

知
ら
れ
ざ
る
駆
け
引
き
を
暴
露

し
た
著
書
は
今
月
23
日
、
サ
イ

モ
ン
＆
シ
ュ
ー
ス
タ
ー
社
か
ら

発
売
さ
れ
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
20
日
、

ボ
ル
ト
ン
氏
の
嘘
を
非
難
、
秘

密
を
漏
ら
し
た
彼
の
元
補
佐
官

を
提
訴
す
る
よ
う
司
法
省
に
求

め
た
。
し
か
し
著
書
の
出
版
が

認
め
ら
れ
た
点
で
は
ボ
ル
ト
ン

氏
の
第
一
ラ
ウ
ン
ド
の
勝
利
と

な
っ
た
よ
う
だ
。
︵
ワ
イ
ン
ス

タ
イ
ン
今
井
絹
江
／
関
連
記
事

５
面
に
︶

ボ
ル
ト
ン
元
国
家
安
全
保
障
顧
問

大
統
領
批
判
し
た
暴
露
本
を
出
版

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.easeny.com/
http://www.jwsnj.org/


(15  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2020 年（令和 2 年）6 月 27 日（土）

おうち
で
トライ

12

　

今
回
は
、
大
好
き
な
イ
カ

墨
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。
最

近
や
た
ら
食
べ
た
く
な
り
、

﹃E
ataly

﹄
で
購
入
し
リ
ゾ
ッ

ト
や
パ
ス
タ
を
頻
繁
に
作
っ
て

い
ま
す
。
イ
カ
墨
の
黒
い
色
素

ー
代
謝
を
促
す
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
２

や
抗
酸
化
ビ
タ
ミ
ン
の
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
が
豊
富
で
、
動
脈
硬
化
予

防
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
低
下

に
も
役
立
ち
ま
す
。
タ
ウ
リ
ン

も
豊
富
で
、
肝
機
能
を
高
め
、

糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

予
防
に
な
る
と
の
事
。
沖
縄
で

は
、
出
産
し
た
女
性
が
最
初
に

食
べ
る
料
理
と
し
て
、
の
ぼ
せ

や
頭
痛
、
肩
こ
り
、
産
後
の
回

復
に
よ
い
と
さ
れ
て
き
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
最
近
注
目
さ
れ

て
い
る
の
が
﹁
ム
コ
多
糖
﹂
と

い
う
成
分
で
す
。
ゼ
ラ
チ
ン
性

の
物
質
で
、
関
節
や
眼
球
、
動

脈
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

身
体
中
の
ウ
ィ
ル
ス
を
撃
退
す

る
働
き
や
損
傷
し
た
細
胞
を
再

生
す
る
働
き
は
、
医
学
界
で
も

期
待
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ほ
か
に
も
、
美
容
成
分
と
し
て

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
と
同
様
、
肌

を
い
き
い
き
と
さ
せ
る

働
き
も
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
イ
カ
墨
に
は
、
他
の

食
品
に
は
見
ら
れ
な
い

優
れ
た
栄
養
成
分
が
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
る
た

め
、
よ
か
っ
た
ら
こ
の

機
会
に
お
試
し
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

www.easeny.com

優れた栄養成分が豊富な

イカ墨をお試しください

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
も
22
日
か

ら
経
済
再
開
の
フ
ェ
ー
ズ
２
に

な
り
、
約
15
万
人
か
ら
30
万
人

が
職
場
復
帰
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
３
か
月
近
く
続
い
た
在

宅
勤
務
が
開
け
て
、
今
週
か
ら

久
し
ぶ
り
に
オ
フ
ィ
ス
に
出
社

す
る
人
も
少
な
く
な
い
。
家
だ

と
気
楽
な
格
好
で
仕
事
も
で
き

た
が
、
オ
フ
ィ
ス
だ
と
Ｔ
シ
ャ

ツ
に
短
パ
ン
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
久
々
に
ワ
イ
シ
ャ

ツ
の
袖
に
腕
を
通
す
人
も
多
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ

で
、
今
週
は
、
自
宅
で
ワ
イ
シ

ャ
ツ
の
ア
イ
ロ
ン
の
掛
け
方

を
、
シ
ャ
ツ
の
プ
ロ
、
鎌
倉
シ

ャ
ツ
に
指
導
し
て
も
ら
っ
た
。

鎌
倉
シ
ャ
ツ
に
習
う

ア
イ
ロ
ン
の
か
け
方

 

◆
ポ
イ
ン
ト

︵
１
︶
最
初
に
霧
吹
き
を
た
っ

ぷ
り
吹
き
か
け
て
、
シ
ャ
ツ
全

体
を
十
分
に
湿
ら
せ
る
。

︵
２
︶
ア
イ
ロ
ン
は
一
か
所
に

長
く
当
て
た
り
、
強
く
滑
ら
せ

す
ぎ
た
り
し
な
い
よ
う
に
。
生

地
が
早
く
痛
む
原
因
に
な
る
。

︵
３
︶
小
さ
い
面
積
か
ら
、
大

き
い
面
積
の
順
番
に
、
パ
ー
ツ

ご
と
に
か
け
て
い
く
。

︵
４
︶
時
間
が
な
い
時
は
、
上

着
を
着
た
時
に
見
え
る
部
分

︵
襟
、
カ
フ
ス
、
前
身
頃
︶
を

か
け
る
だ
け
で
も
Ｏ
Ｋ
！

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
1
　
襟
を
か
け
る

　

ア
イ
ロ
ン
を
中
温
か
ら
高
温

の
設
定
に
温
め
る
。
カ
ラ
ー
ス

テ
イ
を
外
し
て
、
表
側
か
ら
か

け
て
い
く
。
ア
イ
ロ
ン
と
反
対

側
の
襟
先
を
片
方
の
手
で
引
っ

張
り
な
が
ら
、
襟
先
か
ら
中
心

に
向
か
っ
て
か
け
る
。

▼
ヒ
ン
ト
＝
襟
先
入
っ
て
い
る

カ
ラ
ー
ス
テ
イ
は
、
ア
イ
ロ
ン

の
熱
で
溶
け
て
し
ま
う
の
で
、

必
ず
取
り
外
し
て
か
ら
ア
イ
ロ

ン
が
け
を
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
　
袖
口
︵
カ
フ
ス
︶

を
か
け
る

　

襟
と
同
様
に
表
側
︵
ボ
タ
ン

が
つ
い
て
い
る
側
︶
か
ら
か
け

て
い
く
。
ア
イ
ロ
ン
と
反
対
側

の
端
を
引
っ
張
り
な
が
ら
、
シ

ワ
が
よ
ら
な
い
よ
う
に
、
端
か

ら
中
央
に
む
か
っ
て
ア
イ
ロ
ン

を
か
け
る
。
カ
フ
ス
を
裏
返
し

て
、
裏
側
か
ら
プ
リ
ー
ツ
︵
ひ

だ
︶
部
分
を
整
え
て
ア
イ
ロ
ン

の
先
で
プ
レ
ス
し
て
い
く
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
3
　
袖
を
か
け
る

︵
剣
ボ
ロ
・
プ
リ
ー
ツ
︶
仕
上

げ
馬
︵
袖
・
肩
口
の
仕
上
げ
用

の
台
。
ア
イ
ロ
ン
台
に
付
属
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
︶
に
袖
を

通
し
、
引
っ
張
り
な
が
ら
、
剣

ボ
ロ
︵
腕
を
ま
く
り
や
す
く
す

る
た
め
に
あ
る
、
袖
先
に
つ
け

ら
れ
た
切
り
込
み
︶、
プ
リ
ー

ツ
︵
ひ
だ
︶
部
分
の
順
に
ア
イ

ロ
ン
の
先
で
プ
レ
ス
し
て
い
く
。

▼
ヒ
ン
ト
＝
﹁
仕
上
げ
馬
﹂
が

な
い
場
合
は
、
袖
口
か
ら
ア
イ

ロ
ン
を
入
れ
、
カ
フ
ス
の
裏
側

か
ら
プ
リ
ー
ツ
︵
ひ
だ
︶
部
分

を
整
え
て
、
ア
イ
ロ
ン
の
先
で

プ
レ
ス
す
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
４
　 

袖
を
か
け
る

︵
全
体
︶

　

下
の
生
地
に
シ
ワ
が
よ
ら
な

い
よ
う
に
伸
ば
し
た
後
、
袖
口

か
ら
脇
部
分
に
向
か
っ
て
、
袖

全
体
を
か
け
る
。
折
り
目
が
付

か
な
い
よ
う
に
端
を
ア
イ
ロ
ン

台
か
ら
出
し
て
、
袖
を
回
し
な

が
ら
、
3
分
割
ほ
ど
に
分
け
て

掛
け
る
。

▼
ヒ
ン
ト
＝
鎌
倉
シ
ャ
ツ
で
は

折
り
目
を
つ
け
ず
、
袖
を
筒
状

に
仕
上
げ
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ

し
て
い
る
。右
の
写
真
の
様
に
、

ア
イ
ロ
ン
台
の
端
を
使
う
の
が

コ
ツ
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
５
　
肩
︵
ヨ
ー
ク
︶

を
か
け
る

　

肩
の
中
心
か
ら
肩
ま
で
を
平

ら
に
置
き
、
襟
を
立
て
た
状
態

で
左
右
片
側
ず
つ
ア
イ
ロ
ン
を

か
け
る
。 

襟
の
付
け
根
は
ア

イ
ロ
ン
の
先
で
か
け
て
い
く
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
６
　
身
頃
︵
胴
体
部

分
︶
を
か
け
る 

︵
１
︶
後
ろ
身
頃
を
か
け
る
＝

全
体
に
軽
く
ア
イ
ロ
ン
を
す
べ

ら
せ
る
。
ボ
ッ
ク
ス
プ
リ
ー
ツ

や
ダ
ー
ツ
の
あ
る
も
の
は
、
手

で
ま
っ
す
ぐ
整
え
て
か
ら
軽
く

押
さ
え
る
。︵
２
︶
右
前
身
頃

を
か
け
る
︵
ボ
タ
ン
が
つ
い
て

い
る
方
︶
＝
広
い
部
分
は
、
ア

イ
ロ
ン
を
大
き
く
ゆ
っ
く
り
動

か
す
。
ボ
タ
ン
ま
わ
り
は
、
ア

イ
ロ
ン
の
先
を
ボ
タ
ン
の
間
に

入
れ
て
押
さ
え
る
。︵
３
︶
左

前
身
頃
を
か
け
る
＝
左
前
身
ご

ろ
は
最
後
に
か
け
ま
す
。
一
番

目
立
つ
前
立
て
は
、
ひ
っ
ぱ
り

な
が
ら
か
け
る
。

▼
ヒ
ン
ト
＝
広
い
面
は
、
あ
ら

か
じ
め
生
地
全
体
を
整
え
て
か

ら
均
一
に
か
け
る
こ
と
で
早
く

美
し
く
仕
上
げ
る
こ
と
が
で
き

る
。
前
立
て
は
シ
ャ
ツ
で
一
番

目
立
つ
部
分
。
最
後
に
し
っ
か

り
か
け
る
こ
と
で
仕
上
が
り
の

質
感
が
ア
ッ
プ
す
る
。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
７
　
ハ
ン
ガ
ー
に
か

け
て
完
成

　

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
た
後
す
ぐ

に
着
る
と
、
ア
イ
ロ
ン
で
残
っ

た
熱
や
湿
気
で
し
わ
に
な
り
や

す
い
。
ハ
ン
ガ
ー
に
掛
け
て
少

し
置
い
て
か
ら
着
用
を
。

協
力
・
鎌
倉
シ
ャ
ツ

詳

細

は

ウ

ェ

ブ

サ

イ

ト

https://w
w

w
.shirt.co.jp/

aboutus/care/shirt/iron/

ワ
イ
シ
ャ
ツ
に
正
し
く

ア
イ
ロ
ン
を
か
け
る

成
分
は
メ
ラ
ニ
ン
。
高
い
粘
着

性
を
も
っ
て
い
る
た
め
、
抗
菌

作
用
や
整
腸
作
用
、
血
行
促
進

な
ど
、
脂
質
の
少
な
い
低
カ
ロ

リ
ー
食
材
と
し
て
価
値
が
高

く
、
細
胞
の
再
生
や
エ
ネ
ル
ギ

http://www.easeny.com
https://www.shirt.co.jp/aboutus/care/shirt/iron/
https://www1.nyc.gov/site/coronavirus/get-tested/covid-19-testing.page
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
有
江
禎
裕
校
長
︶
は
、

11
日
に
初
等
部
・
中
等
部
の
各

部
会
に
て
１
年
生
・
７
年
生
を

迎
え
る
会
を
行
っ
た
。
ウ
ェ
ブ

会
議
ツ
ー
ル
を
使
用
し
て
の
遠

隔
行
事
と
な
っ
た
が
、
新
入
生

が
楽
し
め
る
よ
う
に
と
代
表
児

童
生
徒
た
ち
が
イ
ン
ト
ロ
ク
イ

ズ
や
ク
イ
ズ
サ
イ
ト
︵
カ
フ
ー

ト
︶
を
利
用
し
た
学
校
ク
イ
ズ

な
ど
を
企
画
・
計
画
し
た
。
１

年
生
の
郷
原
さ
ほ
さ
ん
は
﹁
今

日
は
楽
し
か
っ
た
で
す
﹂
と
笑

顔
で
感
想
を
話
し
て
い
た
。
こ

の
状
況
の
な
か
で
も
１
日
１
日

を
大
切
に
し
て
、
後
に
乗
り
越

え
た
自
分
た
ち
の
大
き
な
成
長

を
実
感
し
て
ほ
し
い
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
幼
児
部
オ
ン
ラ
イ
ン

保
育
で
10
日
、
聖
隷
横
浜
病
院

心
臓
血
管
セ
ン
タ
ー
内
科
の
宮

崎
良
央
医
師
に
よ
る
特
別
講
演

会
が
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
の
医
療
現

場
か
ら
の
最
新
情
報
や
、
感
染

を
防
ぐ
為
に
ど
う
す
れ
ば
い
い

か
な
ど
を
、
人
形
を
使
い
な
が

ら
子
ど
も
達
に
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
。
手
洗
い
や
う
が
い

の
方
法
、
正
し
い
マ
ス
ク
の
付

け
方
な
ど
を
指
導
し
た
。
質
問

コ
ー
ナ
ー
で
は
﹁
薬
は
な
い
の

で
す
か
？
﹂﹁
ウ
イ
ル
ス
は
目

に
は
見
え
な
い
の
で
す
か
？
﹂

﹁
ど
こ
か
ら
う
つ
る
の
で
す

か
？
﹂
な
ど
の
質
問
に
、
宮
崎

医
師
は
わ
か
り
や
す
く
答
え
て

い
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

１
・
７
年
生
を
迎
え
る
会

病
気
予
防
の
講
演
会

Ｎ
Ｙ
育
英
宮
崎
医
師
オ
ン
ラ
イ
ン
で

　

育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
ポ

ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
校
の
幼
児
部

か
ら
高
等
部
の
全
ク
ラ
ス
で
、

毎
週
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
保

育
・
授
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

６
月
３
週
目
は
食
育
を
テ
ー
マ

に
し
た
ス
ラ
イ
ド
が
用
い
ら
れ

た
。
食
べ
物
の
色
に
よ
っ
て
、

栄
養
素
の
働
き
が
異
な
る
こ
と

を
学
び
、
そ
の
後
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
ク
ッ
キ
ン
グ
体
験
を
楽

し
ん
だ
。
ク
ッ
キ
ン
グ
で
は
各

自
が
用
意
し
た
具
を
ご
飯
に
つ

め
、
お
に
ぎ
り
作
り
に
取
り
組

ん
だ
。ス
ク
リ
ー
ン
を
通
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
お
に
ぎ
り
を
紹
介

し
合
っ
た
。
児
童
生
徒
た
ち
は

毎
週
土
曜
だ
け
の
日
本
語
保
育

を
有
意
義
に
過
ご
し
て
い
る
。

育英サタデー PW 校

おにぎり作り
オンライン食育授業で

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

や
コ
ー
ネ
ル
大
学
を
含
め
た
米

国
20
を
超
え
る
大
学
が
、
こ
れ

ま
で
入
学
願
書
に
必
須
で
あ
っ

た
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
標

準
テ
ス
ト
結
果
を
２
０
２
１
年

８
月
以
降
の
入
学
願
書
に
添
え

な
く
て
も
よ
い
と
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
で
は
向
こ
う
４
年
間
で
Ｓ
Ａ

Ｔ
と
Ａ
Ｃ
Ｔ
任
意
と
し
て
、
独

自
の
入
学
試
験
を
同
大
学
の
10

校
で
行
う
計
画
の
あ
る
事
を
５

月
21
日
に
発
表
し
た
。
標
準
テ

ス
ト
結
果
放
棄
の
支
持
者
達

は
、
こ
れ
ま
で
必
要
以
上
に
重

点
を
置
い
て
き
た
標
準
テ
ス
ト

結
果
無
し
で
も
優
秀
な
学
生
は

集
め
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
カ
レ

ン
・
リ
チ
ャ
ー
ド
ソ
ン
入
学
部

長
は
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
の
結

果
は
願
書
全
体
の
ほ
ん
の
一
部

で
し
か
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
、
イ

エ
ー
ル
大
学
、ブ
ラ
ウ
ン
大
学
、

お
よ
び
西
海
岸
の
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
学
で
は
ま
だ
必
須
と
し

て
い
る
が
、
任
意
の
方
向
に
動

い
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
の
名
門
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
大
学
や
ア
マ
ー
ス

ト
大
学
で
は
２
０
２
１
年
か
ら

Ｓ
Ａ
Ｔ
や
Ａ
Ｃ
Ｔ
を
任
意
と
し

て
い
る
。

標
準
テ
ス
ト
を
願
書
か
ら
外
す
傾
向

mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://satoricollegeplanning.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
http://starchildny.com
http://ze-edu.com
http://www.gwjs.org
tel:2122136069
https://jp.lyceumkennedy.org/
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私
は
小
学
三
年
生
の
夏
か
ら

ア
メ
リ
カ
に
来
て
、
言
語
だ
け

で
な
く
ア
メ
リ
カ
の
文
化
や
ア

メ
リ
カ
人
の
考
え
方
な
ど
に
ふ

れ
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

約
三
年
を
終
わ
っ
た
今
、
私
は

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
様
々
な
違

い
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、
私

が
一
番
感
じ
た
事
は
両
者
の

﹁
人
と
の
関
わ
り
方
﹂
の
違
い

で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
人
の
本
質
と
比
べ

て
日
本
人
の
本
質
は
、
集
団
主

義
的
で
あ
っ
て
日
本
は
﹁
み
ん

な
﹂
に
自
分
を
合
わ
せ
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
社
会
で
あ
り
、
日

本
人
が
他
者
の
目
を
強
く
意
識

す
る
が
ゆ
え
に
、
周
囲
の
人
と

同
じ
よ
う
な
行
動
を
と
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ア

メ
リ
カ
人
は
個
を
大
切
に
し
て

し
っ
か
り
と
し
た
自
分
の
意
見

を
持
っ
て
い
て
、
周
り
に
流
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
が
少
な
い
の

で
す
。
逆
に
周
囲
に
気
を
使
い

す
ぎ
て
は
っ
き
り
自
分
の
意
見

を
言
わ
な
い
人
間
は
、
軽
ん
じ

ら
れ
た
り
、
何
を
考
え
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
と
気
味
悪
が
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
親
し
い
仲
間
同
士

で
テ
レ
ビ
番
組
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
と
し
ま
す
。
日
本
人
の

場
合
、
テ
レ
ビ
番
組
の
感
想
程

度
な
ら
、
そ
ん
な
こ
と
で
関
係

を
悪
化
さ
せ
た
り
、
せ
っ
か
く

の
楽
し
い
雰
囲
気
を
こ
わ
し
た

く
な
い
と
、
ど
ち
ら
か
が
相
手

に
合
わ
せ
る
か
、
適
当
な
と
こ

ろ
で
折
れ
合
う
こ
と
が
多
い
と

思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
ア
メ
リ
カ
人
と

き
た
ら
遠
り
ょ
な
く
自
分
の
思

っ
た
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
言
い
合

い
ま
す
。
け
れ
ど
も
彼
ら
の
場

合
、
激
し
く
意
見
を
言
い
合
っ

て
も
人
間
関
係
が
こ
わ
れ
る
よ

う
な
事
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

話
し
合
い
が
終
わ
れ
ば
、
そ
れ

以
上
は
引
き
ず
ら
ず
、﹁
今
日

は
良
い
議
論
が
で
き
た
。
ま
た

次
回
、
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。﹂

な
ど
と
お
互
い
を
認
め
合
う
の

で
す
。
つ
ま
り
、そ
れ
ぞ
れ﹁
個
﹂

と
し
て
自
立
し
た
人
間
同
士
が

互
い
の
意
見
や
好
み
を
主
張
し

合
っ
て
相
互
理
解
を
深
め
て
い

く
事
で
、
人
間
関
係
が
成
立
す

る
の
だ
と
い
う
考
え
方
が
、
ア

メ
リ
カ
人
の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
日
本

人
は
言
い
争
い
や
し
ょ
う
と
つ

を
さ
け
る
た
め
に
、
周
り
に
合

わ
せ
よ
う
と
す
る
﹁
集
団
主
義
﹂

で
あ
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ

人
は
自
分
の
意
見
を
は
っ
き
り

伝
え
、
相
手
の
意
見
を
尊
重
す

る
と
い
う
﹁
個
人
主
義
﹂
で
あ

る
と
私
は
思
い
ま
す
。
私
が
日

本
に
住
ん
で
い
た
頃
は
、
集
団

主
義
的
な
考
え
方
で
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
人
の
個

人
主
義
的
な
考
え
方
も
、
人
と

の
関
わ
り
に
取
り
入
れ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
３
年
︶
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そ
れ
は
２
０
１
７
年
の
夏
。

私
は
ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
を

一
旦
休
ん
で
母
と
日
本
へ
向

か
っ
た
。
日
本
に
帰
っ
た
頃

は
六
月
の
こ
と
で
ま
だ
九
月

か
ら
始
ま
る
学
校
の
こ
と
を

私
は
あ
ま
り
心
配
し
て
い
な

か
っ
た
。
毎
日
時
差
ボ
ケ
を

理
由
と
し
て
祖
父
母
の
家
の

二
階
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た
。

だ
が
だ
ん
だ
ん
近
づ
く
始
業

式
の
日
と
共
に
私
の
中
に
恐

れ
が
膨
ら
ん
だ
。
恐
れ
て
い

た
こ
と
は
日
本
の
学
生
と
同

じ
ペ
ー
ス
で
日
々
勉
強
を
す

る
こ
と
。
最
初
は
学
校
側
か

ら
留
学
生
と
し
て
授
業
を
受

け
る
形
式
で
過
ご
す
こ
と
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
学

校
で
面
接
を
し
た
ら
﹁
こ
の

日
本
語
力
な
ら
大
丈
夫
で
す

ね
﹂
と
言
わ
れ
て
全
科
目
の

授
業
を
他
の
生
徒
と
一
緒
に

受
け
る
こ
と
が
決
断
さ
れ
た
。

こ
こ
は
留
学
生
科
の
あ
る
学

校
で
留
学
生
は
体
育
や
音
楽

だ
け
普
通
の
生
徒
と
一
緒
に

授
業
を
受
け
る
の
が
普
通
な

の
だ
が
。
ち
な
み
に
実
力
、

中
間
と
期
末
試
験
も
全
部
受

け
て
順
位
も
出
さ
れ
る
。
そ

の
こ
と
だ
け
で
留
学
の
イ
メ

ー
ジ
に
闇
が
広
が
っ
た
の
に
、

勉
強
だ
け
で
は
な
く
、
私
が

通
っ
た
学
校
は
私
立
で
ピ
ア

ノ
を
授
業
で
ひ
く
こ
と
が
義

務
化
さ
れ
て
い
た
。

　

や
が
て
不
安
が
ス
ト
レ
ス

と
な
っ
た
。
夏
休
み
で
何
も

し
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
少
し

は
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
が
、

ま
す
ま
す
問
題
が
大
き
く
な

っ
た
。
例
え
る
と
、
九
月
一

日
は
人
間
と
な
り
、
派
手
に

私
の
前
で
手
を
振
っ
て
い
た

感
じ
が
し
た
。
ま
る
で
、
明

ら
か
に
手
が
見
え
る
の
に
何

も
し
な
い
、
何
も
で
き
な
い

と
い
う
状
況
に
陥
っ
た
。
こ

う
し
て
夜
、
目
を
つ
ぶ
っ
て

は
そ
の
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る

ば
か
り
だ
っ
た
。

　

こ
の
気
持
ち
を
静
か
に
た

め
て
い
く
中
、
家
族
も
私
の

こ
と
を
心
配
し
て
い
た
よ
う

だ
。
学
校
が
始
ま
っ
て
自
分

の
学
力
の
低
さ
が
判
明
さ
れ

る
こ
と
を
恐
れ
て
母
と
祖
父

母
に
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か

を
相
談
し
た
。
そ
し
て
近
く

の
公
文
教
室
へ
週
に
三
回
国

語
を
学
ぶ
た
め
に
通
う
こ
と

が
決
め
ら
れ
た
。
漢
字
力
が

元
々
低
い
私
は
小
学
一
年
生

の
レ
ベ
ル
か
ら
始
め
る
こ
と

を
勧
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て

勉
強
に
取
り
組
ん
だ
。
火
曜
、

木
曜
、
土
曜
日
に
教
室
に
通

う
こ
と
と
な
っ
て
、
間
の
日

に
は
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た

沢
山
の
宿
題
に
時
間
を
費
や

し
た
。
そ
の
調
子
で
国
語
は

す
い
す
い
と
進
ん
だ
が
、
数

学
へ
の
心
配
が
た
ち
上
が
っ

た
。
ア
メ
リ
カ
式
で
数
学
が

で
き
た
け
れ
ど
も
、
日
本
で

は
基
本
的
な
こ
と
が
抜
け
て

い
た
。
国
語
に
注
い
で
い
た

エ
レ
ル
ギ
ー
を
数
学
に
向
け

た
。

　

最
後
に
ピ
ア
ノ
の
こ
と
を

ど
う
に
か
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
ピ
ア
ノ
教
室
は

あ
っ
た
が
祖
父
母
の
家
に
は

ピ
ア
ノ
が
な
か
っ
た
。
私
が

ピ
ア
ノ
を
教
室
の
外
で
も
練

習
で
き
る
よ
う
に
、
母
は
新

し
い
ピ
ア
ノ
を
買
っ
て
く
れ

た
。
そ
の
お
陰
で
ピ
ア
ノ
教

室
に
通
え
た
。

　

そ
の
夏
、
自
分
な
り
に
頑

張
っ
た
と
思
え
る
。
た
だ
自

分
だ
け
の
努
力
で
な
く
私
の

身
の
周
り
の
人
か
ら
借
り
た

力
で
、
勉
学
に
関
し
て
闇
に

覆
わ
れ
て
い
た
日
々
は
少
し

明
る
く
な
っ
た
。
そ
し
て
抱

い
て
い
た
恐
怖
は
、
始
業
式

が
始
ま
る
ま
で
に
は
し
だ
い

に
溶
け
て
い
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
周
り
の
人
に
支
え
て
も

ら
い
な
が
ら
、
自
分
の
足
で

立
て
る
よ
う
な
人
間
に
近
づ

い
て
い
け
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　
　
　

  　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶ 

　
　
　

□　
　

□　
　

□

 ﹁
現
実
へ
と
引
き
戻
さ
れ
た
夏
﹂

　
　
　
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

花
子

　

も
し
も
友
達
が
落
ち
こ
ん
で

い
た
ら
、
わ
た
し
は
元
気
に
な

れ
る
よ
う
な
言
葉
を
言
っ
た
り

し
て
は
げ
ま
し
ま
す
。
理
由
は
、

落
ち
こ
ん
で
い
る
時
に
、
は
げ

ま
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
く

な
っ
て
や
る
気
が
出
て
く
る
か

ら
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
友
達
が
学
習
発

表
会
に
出
て
セ
リ
フ
を
飛
ば
し

て
し
ま
っ
て
み
ん
な
に
怒
ら
れ

て
落
ち
こ
ん
で
い
た
ら
、﹁
間

違
い
を
し
て
し
ま
う
こ
と
は
だ

れ
に
で
も
あ
る
こ
と
だ
し
大
丈

夫
だ
よ
。﹂
と
、
声
を
か
け
て

あ
げ
ま
す
。
そ
し
て
、﹁
そ
れ

に
み
ん
な
は
少
し
怒
っ
て
し
ま

っ
た
だ
け
だ
よ
。
だ
か
ら
次
に

別
の
友
達
が
間
違
っ
た
り
し
て

も
怒
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
。
怒

っ
た
ら
そ
の
友
達
も
あ
な
た
み

た
い
に
落
ち
こ
ん
じ
ゃ
う
か
ら

ね
。
み
ん
な
が
怒
っ
て
い
た
ら
、

﹃
一
生
け
ん
め
い
に
が
ん
ば
っ

た
ん
だ
か
ら
、
怒
る
な
ん
て
お

か
し
い
よ
。﹄
と
言
っ
て
あ
げ

た
り
、
落
ち
こ
ん
で
い
る
友
達

を
は
げ
ま
し
て
あ
げ
て
ね
。
い

つ
か
ま
た
失
敗
し
た
ら
わ
た
し

が
今
日
話
し
た
こ
と
を
思
い
出

し
て
ね
。﹂
と
言
っ
て
あ
げ
た

い
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
自

分
が
相
手
の
立
場
だ
っ
た
ら
と

考
え
な
が
ら
、
は
げ
ま
し
の
言

葉
を
か
け
て
あ
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
も
し
も
友
達

が
落
ち
こ
ん
で
い
た
ら
わ
た
し

は
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
こ
と

を
言
っ
た
り
し
て
は
げ
ま
し
ま

す
。
出
来
事
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
な
が
ら
、
友
達

を
は
げ
ま
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
９
か
月
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

ぼ
く
は
、
南
き
ょ
く
に
住
ん

で
い
る
コ
ウ
テ
イ
ペ
ン
ギ
ン
で

す
。
住
所
は
南
き
ょ
く
、
ペ
ン

ギ
ン
市
、
氷
海
区
、
海
水
町
、

ペ
ン
ペ
ン
通
り
、
九
丁
目
で
す
。

　

ぼ
く
は
い
つ
も
海
で
泳
い
で

い
ま
す
。
海
で
魚
を
つ
か
ま
え

て
食
べ
て
い
ま
す
。

　

南
き
ょ
く
で
の
く
ら
し
方
や

遊
び
方
を
し
ょ
う
か
い
し
た
い

で
す
。
南
き
ょ
く
は
一
年
中
、

氷
が
た
く
山
あ
り
ま
す
。
氷
の

上
を
ペ
ン
ギ
ン
は
歩
い
た
り
、

お
な
か
を
使
っ
て
す
べ
っ
た
り

し
ま
す
。
お
な
か
で
す
べ
る
の

は
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
楽
し
い
で

す
。
氷
ば
か
り
な
の
で
人
間
が

ほ
と
ん
ど
住
ん
で
い
ま
せ
ん
。

人
間
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の
で

ペ
ン
ギ
ン
に
と
っ
て
は

と
て
も
平
和
で
す
。

　

ぼ
く
は
北
き
ょ
く
に
は
、
行

っ
た
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ペ
ン

ギ
ン
は
北
き
ょ
く
に
住
ん
で
い

な
い
か
ら
で
す
。

　

南
き
ょ
く
は
ペ
ン
ギ
ン
に
と

っ
て
ふ
だ
ん
は
、
き
お
ん
が
ち

ょ
う
ど
良
く
て
い
い
気
持
ち
で

す
。
ペ
ン
ギ
ン
の
生
活
は
楽
し

い
で
す　

︵
滞
米
６
年
１
か
月
︶

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
の
違
い
﹂

　
　
　
リ
セ
・
ケ
ネ
デ
ィ
日
本
人
学
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廣
島　

美
優

 「ぼくはペンギンです」
　　　ピッツバーグ日本語補習授業校小４

　　　　　　　　　　　　ふじい　むつき

 「友達をはげます」
　　　　　　　　　　中部テネシー日本語補習校小５

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鎌谷　心菜

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org


https://artofhaiku.org/
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

も
し
、
自
宅
の
壁
に
、
気
に

入
っ
た
絵
が
掛
っ
て
い
る
な

ら
、
ぜ
ひ
、
美
術
館
な
ど
で
使

わ
れ
て
い
る
よ
う
な
ブ
ラ
ス

︵
真
鍮
︶
製
の
ピ
ク
チ
ャ
ー
・

ラ
イ
ト
を
取
り
付
け
て
み
よ

う
。
絵
画
が
ほ
ん
の
り
と
照
ら

し
出
さ
れ
て
額
縁
の
中
の
絵
の

存
在
感
が
一
段
と
増
す
。
米
国

で
市
販
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ト
は

大
︵
14
イ
ン
チ
︶
と
小
︵
７
イ

ン
チ
︶
に
大
別
さ
れ
、
大
き
な

絵
に
は
大
、
小
さ
い
ポ
ー
ト
レ

ー
ト
な
ど
の
絵
に
は
小
を
取
り

付
け
る
。
備
え
付
け
の
木
ネ
ジ

２
つ
で
簡
単
に
取
り
付
け
る
こ

と
が
可
能
だ
。

　

注
意
し
た
い
の
は
、
最
近
の

ピ
ク
チ
ャ
ー
ラ
イ
ト
の
大
半
は

節
電
型
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
を
使

っ
て
い
る
こ
と
だ
。
で
き
れ
ば

こ
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
も
の
は

避
け
て
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
い

る
よ
う
な
25
ワ
ッ
ト
の
白
熱
球

が
２
つ
入
っ
て
い
る
も
の
︵
大

の
場
合
︶
を
お
勧
め
し
た
い
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
灯
だ
と
、
ま
る
で

オ
フ
ィ
ス
照
明
の
下
で
絵
を
見

て
い
る
よ
う
な
冷
た
い
光
に
な

り
興
醒
め
し
て
し
ま
う
。
温
か

い
白
熱
球
だ
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
な

雰
囲
気
を
や
ん
わ
り
と
醸
し
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
明
る
さ
は

２
段
階
で
調
整
で
き
る
。

　

絵
の
光
に
こ
だ
わ
る
な
ら
、

つ
い
で
に
コ
ー
ド
の
処
理
に
も

こ
だ
わ
り
た
い
。
絵
の
裏
側
の

壁
に
コ
ン
セ
ン
ト
で
も
な
い
限

り
、
必
ず
コ
ー
ド
が
額
縁
の
下

か
ら
垂
れ
下
が
っ
て
く
る
。﹁
ウ

ォ
ー
ル
・
コ
ー
ド
・
ハ
イ
ダ
ー
﹂

と
い
う
中
に
コ
ー
ド
１
本
分
が

入
る
空
洞
に
な
っ
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
棒
状
の
コ
ー
ド
カ
バ
ー
を

ラ
イ
ト
と
一
緒
に
注
文
。
そ
れ

を
額
縁
の
下
か
ら
床
と
垂
直
に

な
る
よ
う
に
ス
ッ
と
這
わ
せ
、

備
え
付
け
の
両
面
テ
ー
プ
で
壁

に
貼
り
着
け
る
だ
け
。
こ
の
２

つ
は
セ
ッ
ト
で
注
文
し
た
い
。

　

﹁
絵
を
愛
︵
め
︶
で
る
﹂
と

い
う
豊
か
な
時
間
と
空
間
を
演

出
で
き
る
小
道
具
だ
。　

︵
三
︶

House o f  Troy  A14-71 
Advent Picture Light, 14", 
Antique Brass by House of 
Troy 
Price: $60.00

Wall Cord Hider CMC-06 
Mini On-Wall Cable Cover 
Price: $13.99 
www.amazon.com

絵画の魅力引き出す
ピクチャーライト

自宅の壁が美術館に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
都
市
部
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

レ
ン
タ
ル
を
避
け
て
、
郊
外
の
一
戸
建
て
の
レ
ン
タ
ル
へ
移
り
た

い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
き
て
い
る
。
1
か
ら
2
年
、
あ

ま
り
高
す
ぎ
な
い
３
０
０
０
ド
ル
代
の
家
賃
相
場
内
で
一
戸
建
て

に
住
み
、
徐
々
に
郊
外
型
の
生
活
に
慣
れ
て
か
ら
購
入
の
準
備
を

す
る
の
だ
そ
う
だ
。

　

子
供
の
い
る
家
族
も
い
な
い
家
族
も
、
広
い
生
活
空
間
、
安
全

を
考
え
て
の
引
っ
越
し
ら
し
く
、
自
宅
勤
務
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
鉄
道
や
地
下
鉄
駅
の
近
く
に
住
む
必
要
も
な
く
な
っ
た
と
い

う
人
も
い
る
。

　

ミ
レ
ニ
ア
ム
世
代
の
購
入
の
要
望
で
よ
く
聞
く
の
は
、
ま
ず
学

校
区
、
大
き
過
ぎ
ず
、
管
理
し
や
す
い
小
さ
目
の
敷
地
の
サ
イ
ズ
、

最
低
３
〜
４
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
、
オ
フ
ィ
ス
ス
ペ
ー
ス
に
な
る
別
個

の
部
屋
、
完
全
に
部
屋
と
し
て
使
え
る
ベ
ー
ス
メ
ン
ト
、
明
る
い

オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
デ
ッ
キ
等
が
あ
り

ア
ウ
ト
ド
ア
も
楽
し
め
る
家
。

　

写
真
の
家
は
、
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ヘ
リ
ッ
ク
ス
学
校
区
に

あ
る
一
戸
建
て
。
１
９
６
０
年
代
に
建
て
ら
れ
た
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ

ュ
リ
ー
・
モ
ダ
ン
と
言
わ
れ
る
、
ハ
イ
ラ
ン
チ
、
ス
プ
リ
ッ
ト
ス

タ
イ
ル
の
家
が
多
く
見
ら
れ
る
閑
静
な
住
宅
地
に
あ
る
。
こ
の
タ

イ
プ
の
家
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ

て
個
性
的
で
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
家
に
変
え
や
す
い
こ
と
も
あ

り
、
常
に
根
強
い
人
気
が
あ
る
。

　

ハ
イ
ラ
ン
チ
、
ス
プ
リ
ッ
ト
の
家
の
中
の
特
徴
は
、
４
〜
６
段

の
ゆ
る
い
傾
斜
の
短
い
階
段
が
あ
り
、
2
階
層
か
、
地
下
が
あ
る

場
合
は
3
階
層
を
、
楽
に
行
き
来
で
き
る
構
造
に
な
っ
て
い
て
使

い
や
す
い
。

　

こ
の
家
は
、
室
内
４
０
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
、
５
寝
室
、
3

浴
室
の
大
き
目
の
ハ
イ
ラ
ン
チ
の
家
で
、
１
０
０
フ
ィ
ー
ト
×

１
０
０
フ
ィ
ー
ト
の
敷
地
に
建
つ
。
キ
ッ
チ
ン
、
ダ
イ
ニ
ン
グ
の

オ
ー
プ
ン
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
と
カ
テ
ド
ラ
ル
風
の
天
井
、
広
い
半
地

下
の
ス
ペ
ー
ス
、
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は
外
の
デ
ッ
キ
に
出
ら
れ
ア
ウ

ト
ド
ア
も
楽
し
め
る
。
希
望
価
格
は
１
１
７
万
ド
ル
。
周
辺
の
同

じ
様
な
ス
タ
イ
ル
の
家
は
平
均
90
万
ド
ル
台
か
ら
。
高
速
道
路
に

７
〜
８
分
で
ア
ク
セ
ス
が
で
き
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
ま
で
は
車
で
40

分
程
度
。

　

問
い
合
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、
阿
久
津
さ
ん

Ｅ
メ
ー
ル　

H
iroko.akutsulee@

ellim
an.com

　

︵
写
真
提
供
・
ダ
グ
ラ
ス
・
エ
リ
マ
ン
︶

広々とした郊外の一戸建て住宅が今人気

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://www.amazon.com
mailto:Hiroko.akutsulee@elliman.com%E3%80%80
mailto:Hiroko.akutsulee@elliman.com%E3%80%80
mailto:Hiroko.akutsulee@elliman.com%E3%80%80
mailto:Hiroko.akutsulee@elliman.com%E3%80%80
mailto:Hiroko.akutsulee@elliman.com%E3%80%80
http://starchildny.com
http://brooklyntime.net
tel:2122136069
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昼
間
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
見
学

し
、
夕
刻
に
コ
プ
ト
教
寺
院
で

原
始
キ
リ
ス
ト
教
に
感
動
、
し

か
し
今
日
は
ま
だ
ま
だ
終
わ
ら

な
い
。
こ
れ
は
気
温
が
高
い
か

ら
だ
と
思
う
が
、
エ
ジ
プ
ト
人

が
街
に
繰
り
出
す
の
は
陽
が
沈

ん
で
か
ら
で
あ
る
。
コ
プ
ト
教

寺
院
は
確
か
に
オ
タ
ク
な
観
光

ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
今
か
ら

行
く
オ
ー
ル
ド
・
カ
イ
ロ
は
誰

し
も
が
観
な
く
て
は
な
ら
な

い
、
１
０
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
そ
の
ま
ま
に
残
す
カ
イ
ロ
の

心
臓
部
な
の
だ
。

　

し
か
も
現
地
の
友
人
、
モ
ハ

メ
ッ
ド
が
案
内
し
て
く
れ
る
と

い
う
。
モ
ハ
メ
ッ
ド
の
啓
示
通

り
︵
笑
︶
、A

l Shohadaa

と

言
う
駅
で
待
ち
合
わ
せ
。
め
で

た
く
３
人
が
揃
っ
て
さ
ら
に
電

車
に
乗
っ
て
オ
ー
ル
ド
・
カ
イ

ロ
へ
。

　

実
は
２
日
前
に
同
じ
く
夜
に

来
て
ウ
ン
ザ
リ
し
た
あ
の
街
で

あ
る
。
秋
葉
原
の
人
口
密
度
を

４
倍
に
し
て
、
面
積
を
４
倍
に

し
た
よ
う
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

人
が
多
く
て
ま
っ
す
ぐ
歩
く
だ

け
で
も
大
変
だ
。
駅
を
降
り
る

と
直
ぐ
に
羊
を
大
量
に
売
っ
て

い
た
。
急
い
で
カ
メ
ラ
を
出
し

て
撮
ろ
う
と
し
た
ら
止
め
ら
れ

た
。﹁
悲
し
い
こ
と
だ
が
﹂
と

モ
ハ
メ
ッ
ド
が
﹁
今
週
の
お
祭

り
で
み
ん
な
屠
殺
さ
れ
て
し
ま

う
﹂
と
言
う
。
各
家
庭
で
そ
の

日
ま
で
傷
を
つ
け
な
い
よ
う
に

大
切
に
飼
っ
て
お
い
て
、
お
祭

り
の
日
に
家
長
が
風
呂
場
で
解

体
す
る
そ
う
だ
。
ユ
ダ
ヤ
教
も

羊
を
犠
牲
に
す
る
。
イ
ス
ラ
ム

教
と
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
原
点
を
こ

こ
に
見
る
。

　

広
い
通
り
を
か
な
り
歩
い

て
か
ら
、
路
地
に
入
っ
た
。

１
０
０
０
年
間
変
わ
る
事
の
無

い
オ
ー
ル
ド
・
カ
イ
ロ
の
街
で

あ
る
。
確
か
に
建
物
が
古
い
。

廃
屋
に
な
っ
て
い
る
建
物
が
多

い
が
、
そ
の
建
築
様
式
は
今
ま

で
観
て
き
た
西
洋
諸
国
と
全
く

違
う
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ

ン
だ
。

　

モ
ハ
メ
ッ
ド
は
か
つ
て
は
ゲ

ー
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
し

て
い
た
そ
う
だ
が
、
今
は
観
光

ビ
ジ
ネ
ス
を
自
分
で
起
業
し
よ

う
と
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
背

が
ス
ラ
ッ
と
高
い
う
え
に
非
常

に
ハ
ン
サ
ム
で
、
映
画
で
見
た

よ
う
な
ア
ラ
ビ
ア
人
で
あ
る
。

し
か
も
非
常
に
誠
実
で
真
面
目

で
真
剣
に
建
物
や
歴
史
を
説
明

し
て
く
れ
る
。

　

し
ば
ら
く
歩
く
と
大
き
な
石

の
城
壁
が
見
え
る
。
昔
の
砦
と

回
教
寺
院
だ
そ
う
だ
。
見
上
げ

る
ほ
ど
の
高
い
壁
の
前
で
、
現

地
の
若
い
女
性
が
ベ
ー
ル
を
し

た
ま
ま
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
付
け

て
ポ
ー
ズ
を
取
っ
て
い
た
。
や

は
り
そ
う
だ
！
若
い
女
性
は
宗

教
、
文
化
、
国
籍
に
関
係
無
く

綺
麗
で
い
た
い
と
思
う
は
ず

だ
！
そ
の
横
で
は
、
少
年
た
ち

が
サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
。
エ

ジ
プ
ト
に
も
チ
ー
ム
が
あ
る
。

　

モ
ハ
メ
ッ
ド
が
回
教
寺
院
に

入
ろ
う
と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ

い
つ
は
嬉
し
い
。
寺
院
に
入
る

時
は
全
員
靴
を
脱
が
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
裸
足
で
暖
か
い
石

の
上
を
歩
く
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

に
は
赤
い
絨
毯
が
敷
い
て
あ

る
。
中
央
は
回
廊
に
囲
ま
れ
た

大
き
な
四
角
い
広
場
に
な
っ
て

い
て
屋
根
が
な
い
。
天
の
神
と

直
接
対
話
す
る
た
め
だ
そ
う

だ
。
広
場
に
は
一
つ
手
洗
い
場

が
あ
り
水
が
出
る
。
手
を
清
め

る
た
め
だ
。
端
に
は
木
で
で
き

た
扉
付
き
の
階
段
が
あ
り
、
司

祭
が
そ
の
上
で
演
説
を
す
る
の

だ
そ
う
だ
。
無
数
の
ラ
ン
タ
ー

ン
が
吊
る
し
て
あ
る
。
非
常
に

神
聖
な
場
所
で
あ
る
こ
と
は
容

易
に
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の

広
場
に
座
る
人
が
全
員
靴
を
脱

い
だ
ら
帰
り
に
自
分
の
靴
が
見

つ
け
ら
れ
な
い
の
で
は
と
ど
う

で
も
良
い
心
配
を
し
て
し
ま
っ

た
︵
笑
︶。

　

旅
は
さ
ら
に
続
く
。
所
々
に

カ
フ
ェ
も
あ
る
が
、
ど
う
も
様

子
が
違
う
。
ま
ず
、
男
性
ば
か

り
で
女
性
が
い
な
い
。
水
タ
バ

コ
を
吸
っ
て
い
る
人
が
多
い
。

こ
の
光
景
は
か
な
り
エ
キ
ゾ
チ

ッ
ク
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ム
教
の

世
界
で
は
昔
か
ら
女
性
は
男
性

に
見
ら
れ
る
こ
と
が
御
法
度
で

あ
る
。
そ
の
風
習
は
今
も
色
濃

く
残
っ
て
い
る
。
女
性
が
そ
っ

と
街
の
様
子
を
見
る
た
め
に
作

ら
れ
た
専
用
の
出
窓
と
専
用
の

の
ぞ
き
窓
が
今
も
残
っ
て
い

る
。裕
福
な
家
だ
け
だ
ろ
う
が
。

　

ク
ラ
フ
ト
店
も
あ
る
。
金
と

銀
の
２
種
類
の
金
属
を
混
ぜ
合

わ
せ
た
皿
に
、
手
で
複
雑
な
模

様
を
掘
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
実

に
手
練
れ
て
い
て
思
わ
ず
見
入

っ
て
し
ま
う
。

　

さ
ら
に
進
む
と
今
度
は
別
の

目
玉
、
ス
ル
タ
ン
の
墓
所
と
城

が
あ
る
。
な
ん
と
こ
こ
は
私
が

フ
ラ
ン
ス
か
ら
追
い
か
け
て
い

る
ル
イ
９
世
率
い
る
第
７
回
十

字
軍
を
モ
ン
サ
ー
ル
の
戦
い
で

破
っ
た
ス
ル
タ
ン
の
も
の
だ
と

言
う
。
戦
い
の
途
中
で
死
ん
で

し
ま
う
が
、
元
奴
隷
の
妃
が
そ

れ
を
隠
し
て
十
字
軍
に
大
敗
を

も
た
ら
し
た
そ
う
だ
。
地
中
海

を
挟
ん
で
歴
史
が
繋
が
っ
た
。

　

彼
の
説
明
は
続
く
。
喜
望
峰

を
発
見
し
た
バ
ス
コ
・
ダ
・
ガ

マ
に
端
を
発
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル

と
の
戦
争
、
征
服
者
で
は
あ
る

が
、
エ
ジ
プ
ト
を
世
界
に
紹
介

す
る
役
割
を
果
た
し
て
本
当
は

感
謝
し
て
い
る
ナ
ポ
レ
オ
ン

︵
ロ
ゼ
ッ
タ
ス
ト
ー
ン
の
こ
と

だ
な
︶
な
ど
な
ど
。

　

普
通
な
ら
こ
の
辺
で
カ
フ
ェ

に
で
も
入
っ
て
一
服
す
る
も
の

だ
が
、
彼
は
違
っ
て
い
た
。
な

ん
と
彼
は
昔
砂
漠
の
部
隊
に
い

た
そ
う
で
、
10
日
間
飲
ま
ず
食

わ
ず
で
歩
き
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
そ
う
だ
。
で
も
私
も
相
棒

も
砂
漠
部
隊
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
受
け
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
ち
な
み
に
後
ど
れ
く
ら
い

あ
る
か
聞
い
た
ら
、
ま
だ
半
分

も
見
て
い
な
い
と
の
事
︵
笑
︶。

夜
11
時
を
過
ぎ
て
い
る
。
流
石

に
帰
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
に

し
て
も
深
夜
に
こ
の
人
出
と
こ

の
喧
騒
、
同
じ
頃
に
近
く
で
爆

破
テ
ロ
が
起
き
て
20
人
が
死
ん

だ
こ
と
な
ど
知
る
由
も
な
か
っ

た
。︵
続
く
︶

浅
井
岳
史
︵
ピ
ア
ニ
ス
ト
＆
作

曲
家
︶www.takeshiasai.com
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ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
浅
井
岳
史
の
エ
ジ
プ
ト
旅
日
記

そ
の
７

：

ア
ラ
ビ
ア
ン
・
ナ
イ
ト

 第 362 回

　

日
本
で
は
よ
う
や
く
６
月
19

日
に
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
の
自

粛
が
解
除
さ
れ
、
博
物
館
も
再

開
し
、
観
光
地
に
も
だ
い
ぶ
人

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま

だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
社

会
的
距
離
を
保
ち
、
次
な
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
を
防
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
私
は
い
ま
京
都
市
伏

見
区
の
公
務
員
住
宅
の
３
階
に

住
ん
で
い
ま
す
が
、
外
出
自
粛

期
間
中
に
、
今
ま
で
ゆ
っ
く
り

見
た
こ
と
の
な
か
っ
た
窓
か
ら

の
景
色
を
眺
め
て
い
た
と
こ

ろ
、
遠
く
に
お
城
が
見
え
た
の

で
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
ご
存

知
の
通
り
、
京
都
の
二
条
城
は

有
名
で
す
が
、
天
守
閣
の
あ
る

城
郭
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

方
向
か
ら
考
え
て
す
ぐ
に
わ
か

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
桃
山

丘
陵
に
豊
臣
秀
吉
が
建
て
た
伏

見
桃
山
城
で
し
た
。

　

と
言
っ
て
も
、
こ
れ
は
戦
後

に
で
き
た
模
擬
天
守
で
、
今

は
中
に
入
る
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
。
伏
見
城
は
、
も
と
も
と

１
５
９
２
年
に
秀
吉
が
隠
居
後

の
住
ま
い
と
す
る
た
め
に
伏
見

指
月
︵
現
在
の
京
都
市
伏
見
区

桃
山
町
泰
長
老
周
辺
︶
に
建
て

ら
れ
ま
し
た
が
、
１
５
９
６
年

の
慶
長
伏
見
大
地
震
に
よ
っ
て

倒
壊
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
北

東
約
１
キ
ロ
の
木
幡
山
に
新

た
な
城
が
築
き
直
さ
れ
、
翌

１
５
９
７
年
に
完
成
し
ま
し
た

が
、
翌
１
５
９
８
年
に
秀
吉
は

城
内
で
没
し
ま
し
た
。

　

秀
吉
の
死
後
、
秀
頼
が
大
坂

城
に
移
り
、
代
わ
っ
て
五
大
老

筆
頭
の
徳
川
家
康
が
こ
の
城
に

入
り
政
務
を
執
り
ま
す
が
、
関

ヶ
原
の
戦
い
の
際
、
伏
見
城
を

守
っ
て
い
た
家
康
の
家
臣
鳥
居

元
忠
ら
が
西
軍
に
攻
め
ら
れ

て
落
城
し
、
建
物
の
大
半
が

焼
失
し
ま
し
た
。
徳
川
家
の
家

臣
ら
が
自
刃
し
た
建
物
の
床
板

は
、
京
都
国
立
博
物
館
の
向
か

い
に
あ
る
養
源
院
や
西
賀
茂
に

あ
る
正
伝
寺
、
鷹
峯
に
あ
る
源

光
庵
な
ど
で
天
井
板
と
し
て
再

利
用
さ
れ
た
と
の
言
い
伝
え
が

あ
り
、﹁
血
天
井
﹂
と
し
て
現

在
も
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

焼
失
し
た
木
幡
山
伏
見
城
は

１
６
０
２
年
頃
家
康
に
よ
っ
て

再
建
さ
れ
、
１
６
１
９
年
に
廃

城
と
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き

天
守
は
二
条
城
に
、
ま
た
多
く

の
建
物
や
部
材
は
福
山
城
及
び

淀
城
に
吸
収
さ
れ
、
そ
れ
以
外

に
も
全
国
各
地
に
移
築
さ
れ
ま

し
た
。

　

伏
見
城
の
跡
に
は
元
禄
時
代

ご
ろ
ま
で
に
桃
の
木
が
植
え
ら

れ
て
桃
山
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
り
、﹁
伏
見
桃
山
城
﹂
と
も

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は

最
近
の
こ
と
で
す
。
伏
見
城
跡

は
伏
見
奉
行
所
の
管
理
下
で
立

入
禁
止
で
し
た
が
、
本
丸
跡
な

ど
の
主
郭
部
分
は
後
に
明
治
天

皇
の
陵
墓
︵
伏
見
桃
山
陵
︶
と

さ
れ
、
現
在
も
立
入
り
は
禁
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
、
今

見
る
こ
と
が
で
き
る
模
擬
天
守

は
、
１
９
６
４
年
に
伏
見
城
花

畑
跡
に
建
設
さ
れ
た
遊
園
地

﹁
伏
見
桃
山
城
キ
ャ
ッ
ス
ル
ラ

ン
ド
﹂
の
跡
で
、
園
内
に
は
洛

中
洛
外
図
に
描
か
れ
た
伏
見
城

を
参
考
に
し
て
５
重
６
階
の
大

天
守
と
３
重
４
階
の
小
天
守
、

櫓
門
な
ど
を
伴
っ
た
模
擬
天
守

が
６
億
円
︵
当
時
︶
を
か
け
て

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
造

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

２
０
０
３
年
１
月
、
経
営
母
体

の
近
鉄
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
の
一

環
で
閉
園
し
、
模
擬
天
守
は
無

償
で
京
都
市
に
贈
与
さ
れ
、
伏

見
桃
山
城
運
動
公
園
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
模

擬
天
守
に
つ
い
て
は
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら

内
部
非
公
開
と
な
っ
て
お
り
、

改
修
に
数
億
円
か
か
る
と
さ
れ

る
こ
と
か
現
在
も
具
体
的
な
活

用
予
定
は
な
い
よ
う
で
す
。

︵
文
・
栗
原
祐
司
　
京
都
国
立

博
物
館
副
館
長
︶

伏見桃山城

http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
http://www.takeshiasai.com
mailto:meiseimotors@aol.com
http://jweeklyusa.com
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ブ
ラ
ジ
ル
出
身
で
、
ボ
サ
ノ

バ
の
女
王
と
よ
ば
れ
る
歌
手
、

ア
ス
ト
ラ
ッ
ド
・
ジ
ル
ベ
ル
ト

の
代
表
曲
の
ひ
と
つ
。
セ
カ
ン

ド
ア
ル
バ
ム
に
収
録
さ
れ
た
同

名
映
画
︵
１
９
６
５
年
︶
主
題

歌
。
都
会
的
に
洗
練
さ
れ
た
演

奏
に
乗
せ
て
可
憐
な
歌
声
を

聴
か
せ
て
く
れ
る
。
63
年
の

デ
ビ
ュ
ー
曲
﹁
イ
パ
ネ
マ

の
娘
﹂
の
世
界
的
大
ヒ
ッ
ト
に

継
ぐ
﹁
彼
女
の
声
で
な
く
て
は

な
ら
な
い
名
曲
﹂
の
一
つ
と
し

て
今
尚
、
永
遠
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
曲

だ
。

 

聴
け
ま
す

 

◎
本
紙
デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w

.nyseikatsu.com
 

で

レ
コ
ー
ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
ク
リ
ッ
ク
！

 

45
回
転
の
名
盤 

415

い
そ
し
ぎ

ア
ス
ト
ラ
ッ
ド
・
ジ
ル
ベ
ル
ト

331：VAN 営業マンのサマーファッション 

 

デ
ジ
タ
ル
版 w

w
w.nyseikatsu.com

で
ロ
ゴ
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
ブ
ロ
グ
に
リ
ン
ク

　
代
表
的
な
Ｖ
Ａ
Ｎ
営
業
マ

ン
の
サ
マ
ー
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

を
紹
介
し
よ
う
。

　

上
着
、
ネ
ク
タ
イ
は
当
然
だ

っ
た
が
、
ス
ー
ツ
は
い
な
か
っ

た
︵
Ｖ
Ａ
Ｎ
が
ス
ー
ツ
を
売
り

出
す
の
は
１
９
６
３
年
の
こ

と
︶、
専
務
以
外
で
は
。　

専

務
は
立
場
上
、
夏
で
も
ダ
ー

ク
ス
ー
ツ
に
ホ
ワ
イ
ト
シ
ャ

ツ
、
ネ
ク
タ
イ
そ
し
て
サ
マ
ー

ハ
ッ
ト
で
決
め
て
い
た
。
帽
子

は
パ
ナ
マ
で
は
な
く
、
カ
ジ
ュ

ア
ル
素
材
〜
例
え
ば
ラ
フ
ィ
ア

な
ど
〜
を
か
ぶ
っ
て
い
た
。

　

で
、
一
般
セ
ー
ル
ス
マ
ン
は

と
い
う
と
、
Ｖ
Ａ
Ｎ
製
の
軽
い

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
〜
主
に
コ
ッ
ト
ン

素
材
で
ノ
ー
パ
ッ
ド
、

裏
地
な
し
の
夏
仕
立

て
。
い
ま
で
い
う
﹁
ア

ン
コ
ン
﹂
〜
を
羽
織
り
、

サ
マ
ー
ウ
ー
ル
製
Ｖ
Ａ

Ｎ
ス
ラ
ッ
ク
ス
。
色
は

ダ
ー
ク
ネ
イ
ビ
ー
か
チ

ャ
コ
ー
ル
グ
レ
イ
と
決

ま
っ
て
い
た
。
シ
ャ
ツ

は
白
の
ボ
タ
ン
ダ
ウ
ン

を
着
た
。

　

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
チ
ェ

ッ
ク
が
多
か
っ
た
の
で
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ネ
ク
タ
イ
は

ほ
と
ん
ど
が
黒
の
ニ
ッ
ト
・
タ

イ
〜
こ
れ
は
シ
ル
ク
で
は
な
く

ウ
ー
ル
が
多
か
っ
た
！
。
幅
は

２
イ
ン
チ
︵
約
５
セ
ン
チ
︶。

　
　
　
　
　
　
　

　︵
つ
づ
く
︶

︵
く
ろ
す
・
と
し
ゆ
き
／
服
飾

評
論
家
、
東
京
都
在
住
︶

　

５
月
30
日
夜
に
デ
モ
に
乗
じ

た
略
奪
被
害
が
多
か
っ
た
ソ
ー

ホ
ー
で
12
日
と
20
日
、
大
掛
か

り
な
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

展
開
さ
れ
た
。
略
奪
防
止
の
た

め
に
張
ら
れ
た
べ
ニ
ヤ
板
に
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
が
﹁
希
望
﹂
を
テ

ー
マ
に
思
い
思
い
の
ア
ー
ト
を

描
い
た
。

　

﹁
ア
ー
ト
２
♡
﹂
と
題
さ
れ

た
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
同
地
区

の
画
廊
主
ら
が
中
心
と
な
り
、

許
可
が
下
り
た
店
舗
の
べ
ニ
ア

板
を
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
提
供
し

た
。
日
本
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で

ス
ト
ー
ニ
ー
ブ
ル
ッ
ク
大
学
教

授
の
長
澤
伸
穂
さ
ん
は
、
２
日

間
で
計
３
か
所
に
セ
ミ
の
羽
化

を
描
い
た
。
長
澤
さ
ん
は
、﹁
今

夏
は
17
年
地
下
に
い
た
セ
ミ
が

大
量
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
セ

ミ
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
再
生
の

シ
ン
ボ
ル
と
考
え
た
﹂
と
話

す
。
主
催
者
は
、
﹁
ソ
ー
ホ
ー

は
50
年
前
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

ア
ー
ト
が
生
ま
れ
た
場
所
。
当

時
、
荒
廃
し
た
街
が
ア
ー
ト
に

よ
っ
て
活
性
化
し
た
よ
う
に
、

今
回
も
大
暴
動
の
後
で
閑
散
と

し
た
街
を
ア
ー
ト
で
元
気
づ
け

よ
う
﹂
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
呼

び
か
け
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
多
く
の

店
舗
は
22
日
か
ら
営
業
を
再
開

し
た
。
ア
ー
ト
作
品
の
あ
る
べ

ニ
ヤ
板
は
撤
去
後
は
保
存
さ
れ

る
予
定
と
い
う
。

　
　

︵
小
味
か
お
る
、
写
真
も
︶

週刊 NY 生活ギャラリー紙上展

　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
で
は
、

本
紙
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内
﹁
週
刊

Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー
﹂
に
展

示
す
る
作
品
を
募
集
し
て
い
ま

す
。対
象
作
品
は
、絵
画
、写
真
、

彫
刻
な
ど
平
面
メ
デ
ィ
ア
で
表

現
で
き
る
も
の
で
、
最
大
10
作

品
ま
で
展
示
で
き
、
販
売
も
で

き
ま
す
。
対
象
は
こ
れ
ま
で
本

紙
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ま
た
は
将
来

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
個
展
開
催
や

グ
ル
ー
プ
展
参
加
を
希
望
す
る

作
家
で
す
。
現
在
出
展
中
の
作

家
は
服
部
夏
子
、
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
、

Ｍ
Ａ
Ｘ
藤
島
、
林
利
江
、
岩
沢

あ
さ
子
、
遊
真
あ
つ
こ
、
上
住

雅
恵
、
岡
本
悍
久
、
三
浦
良
一
。

日
本
か
ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

Ｎ
Ｙ
の
新
聞
社
の
サ
イ
ト
に
、

あ
な
た
の
ア
ー
ト
作
品
を
展
示

し
ま
せ
ん
か
。
申
し
込
み
方
法

は
左
記
の
広
告
を
参
照
。
←

あ
な
た
の
作
品
を
展
示
し
ま
せ
ん
か

SOHO
板バリケード

アート２♡プロジェクト

アケビの木　32cmx32cm acrylic　 $1500
岩沢あさ子

Forever 185x92x30  Fabric sewncotton wire, wood  $30,000    服部夏子
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